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か
と
い
う
見
解
も
あ
り
、
感
染
症
の
予

防
と
拡
大
防
止
の
た
め
、
社
会
・
経
済

活
動
に
お
け
る
制
約
は
、
ま
だ
し
ば
ら

く
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
今
は
飛
躍
の
た
め
に
土
台
と
な
る
も

の
を
強
固
に
し
て
い
く
時
期
だ
と
信
じ
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
見
・
経
験
な

ど
を
糧
に
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
た

め
、
今
こ
そ
、
士
幌
町
の
す
べ
て
の
人

が
力
を
合
わ
せ
、
明
る
い
未
来
に
向
け

て
持
続
・
発
展
し
て
い
く
よ
う
心
を
ひ

と
つ
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
、
そ
し
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

に
お
け
る
新
し
い
日
常
に
向
け
た
よ
り

良
い
社
会
を
創
る
と
い
う
決
意
の
も
と
、

全
力
で
町
政
運
営
を
担
っ
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
に
お
い
て
は
、
長
引
く
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
鑑

み
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
は
じ
め
と
す
る

感
染
防
止
対
策
と
社
会
・
経
済
活
動
の

両
立
を
図
り
な
が
ら
、
健
全
な
財
政
運

営
に
留
意
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ

か
り
踏
ま
え
、
戦
略
的
な
視
点
を
持
っ

た
地
域
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ　
施
策
の
基
本

　
我
が
国
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て

で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
変

動
と
あ
わ
せ
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
攻
は
、
国
際
情
勢
を
不
安

「チームしほろ“農村ユートピア”２世紀へ」
町民誰もが安心・安全、生きがいを実感できる
「真に豊かな農村しほろ」を目指して

　５月12日の第５回士幌町議会臨時会において、髙木康弘町長が
町政執行方針を述べました。内容は次のとおりです。

令和４年度

定
化
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
世
界
経

済
の
先
行
き
や
、
日
常
生
活
に
大
き
な

影
を
落
と
し
て
お
り
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
国
民
が
一
刻
も
早
く
平
穏
な
日
常
を

取
り
戻
す
こ
と
を
心
か
ら
願
う
一
方
で
、

国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
昨
年
か
ら

続
く
円
安
に
加
え
、
原
油
・
原
材
料
価

格
の
高
騰
と
そ
れ
に
伴
う
物
価
上
昇
が

顕
著
と
な
り
、
国
民
生
活
を
圧
迫
し
な

が
ら
、
さ
ら
な
る
景
気
の
下
振
れ
が
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
国
の
経
済
財
政
の
運
営
に
関
し
て
は
、

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針（
骨

太
方
針
２
０
２
１
）」に
基
づ
き
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
克
服
と
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
経
済
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
掲
げ
、
今
後
の
経
済
財
政
運
営
の
グ

ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
の
提
示
に
よ
れ
ば
、

グ
リ
ー
ン
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
地
方
の

所
得
向
上
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を

「
成
長
を
生
み
出
す
４
つ
の
原
動
力
」と

し
て
位
置
づ
け
、
そ
こ
へ
の
重
点
投
資

を
推
し
進
め
て
い
く
と
示
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
方
針
は
、
こ
れ
か
ら
中
長
期
的

な
ス
パ
ン
で
自
治
体
の
行
財
政
運
営
に

求
め
ら
れ
、
ま
た
、「
経
済
あ
っ
て
の
財

政
」と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、
財
政
は

経
済
成
長
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
と
い

う
考
え
方
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
３
月
22
日
に
成
立
し
た
令
和
４
年
度

町 政 執 行 方 針

Ⅰ　
は
じ
め
に 

　
現
在
に
お
い
て
も
猛
威
を
振
る
う
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
内
で
一
例
目
が
検
知
さ
れ

て
以
来
、
２
年
以
上
の
歳
月
が
流
れ
、

昨
年
末
に
一
旦
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い

た
も
の
の
、
非
常
に
感
染
力
の
強
い
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
を
中
心
と
し
た
急
拡
大
に

よ
り
、
４
月
の
十
勝
管
内
の
新
規
感
染

者
は
、
月
別
で
過
去
最
多
の
５
，
７
４

１
人（
１
日
平
均
１
９
１
人
）に
達
し
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
次
々
と
発
生
す
る
変
異
株
の

影
響
に
よ
り
、
町
内
に
お
い
て
も
多
く

の
感
染
者
が
発
生
す
る
な
ど
、
社
会
・

経
済
活
動
の
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

状
況
が
続
き
、
す
べ
て
の
世
代
で
生
活

に
制
限
を
強
い
ら
れ
る
中
、
い
ま
だ
感

染
症
収
束
の
兆
し
は
見
え
ず
、
感
染
さ

れ
療
養
中
の
皆
様
や
そ
の
ご
家
族
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
一
日
も
早
い
ご
快
復

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
日
頃

か
ら
感
染
防
止
に
継
続
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
町
民
の
皆
様
や
事
業
者
の
皆

様
に
は
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
発
生
前
の
社
会

に
は
完
全
に
は
戻
ら
な
い
の
で
は
な
い
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の
国
の
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
１
０

７
兆
５
，
９
６
４
億
円
で
、
10
年
連
続

で
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
で

は
主
財
源
と
な
る
税
収
を
65
兆
２
，
３

５
０
億
円
と
見
込
ん
で
お
り
、
不
足
す

る
財
源
を
補
う
新
規
国
債
発
行
額
は
36

兆
９
，
２
６
０
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
歳
出
で
は
地
方
交
付
税
交

付
金
が
15
兆
８
，
８
２
５
億
円
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
予
備
費

５
兆
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
に
万
全
を
期
し
つ
つ
、「
成
長

と
分
配
の
好
循
環
」に
よ
る「
新
し
い
資

本
主
義
」の
実
現
を
図
る
た
め
の
予
算

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
る
効
率
化
、
政

策
目
的
に
応
じ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
機

能
の
導
入
、
防
衛
力
整
備
の
効
率
化
・

合
理
化
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
北
海
道
開
発
予
算
は
、
道
路

整
備
費（
前
年
度
同
額
）、
農
業
農
村
整

備
費（
１
．
０
％
増
）を
含
む
全
体
予
算

は
、
前
年
度
比
０
．
１
％
増
の
５
，
７

０
２
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
国
の
経
済
、
財
政
の
動

向
の
中
に
あ
っ
て
、
町
の
行
財
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も

の
が
あ
り
、
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ

予
算
編
成
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
財
政
の
健
全
化
に
一
層
留

意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
、

認
識
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
私
の
任
期
の
１
年

目
、
開
町
２
世
紀
・
次
の
１
０
０
年
に

向
か
っ
て
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、「
チ

ー
ム
し
ほ
ろ“
農
村
ユ
ー
ト
ピ
ア
”２
世

紀
へ
」を
テ
ー
マ
に
、
引
き
続
き
、
第

６
期
町
づ
く
り
総
合
計
画（
後
期
）、
第

２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
推
進
方
針
を
踏
ま
え
、
第
７
期

行
政
改
革
推
進
大
綱
の
的
確
な
遂
行
に

よ
る
効
率
的
か
つ
計
画
的
な
行
財
政
運

営
に
留
意
し
つ
つ
、
地
域
の
人
・
産
業
・

資
源
を
活
か
し
た「
活
力
の
あ
る
町
」と
、

町
民
誰
も
が
安
心
・
安
全
、
生
き
が
い

を
実
感
で
き
る「
真
に
豊
か
な
農
村
し

ほ
ろ
」を
目
指
し
、
町
民
の
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
全
力

を
傾
注
し
て
町
政
を
推
進
し
て
ま
い
る

決
意
で
あ
り
ま
す
。

Ⅲ　
主
要
施
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
感
染
者
・
死
亡
者
は
４
月
30
日
現
在
、

国
内
で
感
染
者
７
８
７
万
人
、
死
亡
者

２
万
９
，
５
６
７
人
、
道
内
で
は
、
感

染
者
29
万
３
，
５
４
０
人
、
死
亡
者
１
，

９
９
４
人
と
未
曾
有
の
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
内

に
お
い
て
は
、
第
６
波
の
感
染
が
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
十
勝
管
内
で
は

４
月
の
感
染
者
数
が
過
去
最
多
を
更
新

す
る
な
ど
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

あ
り
、
一
層
の
感
染
防
止
の
徹
底
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続

き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
対
策
を

推
進
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
現
在
12
歳
以

上
の
３
回
目
と
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の

１
・
２
回
目
を
実
施
中
で
、
５
月
末
か

ら
開
始
さ
れ
る
予
定
の
４
回
目
も
含
め

て
全
力
を
傾
注
し
、「
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

よ
り
安
全
な
」接
種
を
目
指
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
次
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
大
き

く
受
け
て
い
る
地
域
経
済
・
住
民
へ
の

支
援
措
置
と
し
て
、
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
地
域
経
済
対
策
と
し

て
共
通
商
品
券
発
行
事
業
、
事
業
復
活
・

雇
用
継
続
支
援
金
な
ど
に
よ
り
対
応
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
な
お
、

住
民
へ
の
生
活
支
援
措
置
に
つ
い
て
は
、

国
の
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
生
活
困
窮

世
帯
へ
の
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら

そ
の
内
容
を
精
査
し
、
町
独
自
の
給
付

金
に
つ
い
て
は
更
に
そ
の
効
果
が
高
ま

る
よ
う
制
度
設
計
に
つ
い
て
熟
慮
を
重

ね
、
第
２
回
定
例
会
に
関
係
予
算
を
提

出
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
町
づ
く
り

　
本
年
度
に
お
い
て
も
、
第
６
期
町
づ

く
り
総
合
計
画（
後
期
・
令
和
３
～
７

町政執行方針

年
度
）、
第
２
期
士
幌
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略（
令
和
２
～
６

年
度
）に
よ
り
、
町
づ
く
り
を
推
進
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
庁
内
組
織
と

連
動
し
て
、
町
民
会
議
や
地
方
創
生
推

進
会
議
な
ど
、
町
民
や
関
係
機
関
・
学

識
経
験
者
に
も
広
く
参
画
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
推
進
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
次
に
、
新
た
な
広
聴
活
動
と
積
極
的

な
情
報
発
信
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
、
春
と
秋
の
町
づ
く
り
懇
談
会
、
分

野
別
や
グ
ル
ー
プ
で
の
懇
談
会
、
ユ
ー

ト
ピ
ア
メ
ー
ル
で
様
々
な
ご
意
見
を
伺

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

で
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
打

合
せ
が
新
た
な
日
常
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
私
は
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
、
現

場
で
の
対
話
以
外
に
、
新
た
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
町
民
の
方
々
と
役
場
と
を
繋
ぐ

対
話
の
し
く
み
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
開
設
し
、

年
代
に
応
じ
た
必
要
な
情
報
を
配
信
す

る
と
と
も
に
、
住
民
か
ら
町
へ
の
情
報

提
供
な
ど
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
手
段
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
次
に
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て
の
取

り
組
み
で
あ
り
ま
す
が
、
国
に
お
い
て

は
、「
骨
太
方
針
２
０
２
１
」に
基
づ
き

経
済
財
政
の
一
体
改
革
を
推
進
し
、
財
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政
健
全
化
目
標
の
達
成
を
目
指
す
も
の

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
国
の
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
は
、

地
方
交
付
税（
６
，
１
５
３
億
円
・
３
．

５
％
増
）は
増
額
と
な
っ
た
も
の
の
臨

時
財
政
対
策
債（
３
兆
６
，９
９
２
億
円
・

67
．
５
％
減
）が
大
幅
に
減
額
と
な
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
地
方

自
治
を
取
り
巻
く
環
境
が
よ
り
多
様
で

厳
し
く
な
る
中
に
あ
っ
て
の
町
政
推
進
は
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
見
極
め
な

が
ら
、
よ
り
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
運

営
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
新
た
な
財
源
の
確
保
の
一
端

を
担
っ
て
い
る
本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
返
礼
品
を
準
備
い
た
だ
い
て
い
る

Ｊ
Ａ
や
各
事
業
者
の
ご
協
力
に
よ
り
年
々

増
加
し
、
令
和
２
年
度
は
２
億
６
，
７

０
０
万
円
、
昨
年
度
は
約
４
億
円
ま
で

増
加
し
ま
し
た
。
返
礼
品
の
充
実
と
情

報
発
信
に
よ
り
、
寄
付
額
の
増
加
に
よ

る
、
更
な
る
地
域
好
循
環
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
町
の
担
う
事
務

事
業
が
多
い
こ
と
と
あ
わ
せ
、
経
常
収

支
比
率
が
高
く（
令
和
２
年
度
決
算
86
．

４
％
）、
財
政
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
第
７
期
行
政
改

革
推
進
大
綱
の
具
体
的
な
推
進
に
よ
り
、

健
全
な
財
政
運
営
に
一
層
留
意
を
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

地
方
創
生
の
推
進

　
地
方
創
生
は
、
第
２
期
士
幌
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と
し
て

・
地
域
産
業
の
活
性
化
と
多
様
な
雇
用

の
創
出

・
交
流
、
移
住
、
定
住
の
促
進

・
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
の
支
援

・
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ

く
り

を
４
つ
の
基
本
目
標
と
し
て

・
多
様
な
雇
用
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

住
宅
対
策

・
次
世
代
農
業（
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
）

の
推
進
と
士
幌
高
校
の
魅
力
向
上

・
子
育
て
に
か
か
る
経
済
的
な
負
担
の

軽
減

・
情
報
発
信
、
多
様
な
広
聴
活
動
の
充
実

を
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
積
極
的
に
推
進
し
、
定
住

人
口
の
安
定
、
移
住
の
促
進
、
交
流
・

関
係
人
口
の
拡
大
な
ど
、
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
道
の
駅「
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
」の
外
構
整

備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
中
学
生
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
道
の

駅
公
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
に

よ
る
検
討
が
進
め
ら
れ「
道
の
駅
公
園

基
本
構
想
」が
町
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

町
づ
く
り
総
合
計
画
の
基
本
目
標（
基

本
目
標
５　
活
力
や
に
ぎ
わ
い
を
創
造

す
る
ま
ち
）と
の
整
合
性
を
図
り
、
今

年
度
中
に
実
施
設
計
を
行
い
、
来
年
度

よ
り
整
備
に
着
手
し
、
更
な
る
魅
力
ア

ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
北
十
勝
４
町

に
よ
る「
道
の
駅
連
携
」と
合
わ
せ
、
交

流
・
関
係
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
次
に
、
し
ほ
ろ
温
泉
プ
ラ
ザ
緑
風
は
、

平
成
13
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
20
年
が
経

過
し
、
施
設
や
設
備
の
老
朽
化
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
旅

の
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

中
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
再
整

備
基
本
構
想
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
４
つ
の
閉
校
小
学
校
の
活
用

と
あ
わ
せ
美
濃
の
家
、
旧
士
幌
駅
な
ど

町
内
の
歴
史
的
な
資
源
を
町
づ
く
り
に

活
か
す
べ
く
、
取
り
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
更
に
、
令
和
２
年
度
か
ら
の
繰
り
越

し
事
業
で
あ
る「
高
度
無
線
環
境
整
備

推
進
事
業（
光
フ
ァ
イ
バ
整
備
）」が
７

月
末
に
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
光
フ
ァ

イ
バ
網
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
を

は
じ
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
の
展
開
を
目
指
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

地
域
産
業
の
活
性
化
と
雇
用

の
創
出

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
め
ぐ
っ
て

は
、
令
和
３
年
度
は
気
象
の
偏
り
が
あ

っ
た
も
の
の
、
十
勝
の
農
業
生
産
額
は

３
，
７
３
５
億
円（
概
算
値
）と
過
去
最

高
を
更
新
し
、
本
町
に
お
い
て
も
過
去

最
高
の
４
６
１
億
円（
平
成
30
年
度
）に

近
い
水
準
と
の
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

地
域
の
経
済
・
財
政
へ
の
波
及
効
果
は

大
き
く
、
生
産
者
・
関
係
機
関
の
こ
れ

ま
で
の
努
力
に
敬
意
を
表
す
も
の
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
国
際
化
と
あ

わ
せ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
消
費
構
造

の
変
化
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
動
向

を
し
っ
か
り
見
極
め
な
が
ら
対
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
際
化

が
進
む
中
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
生

産
性
の
高
い
士
幌
型
農
業
に
加
え
て
、

令
和
２
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
国
の「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」の
主
旨

を
踏
ま
え
、
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機

能
を
発
揮
し
な
が
ら
、

・「
食
」の
発
信

・
担
い
手
の
育
成

・
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

・
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
づ
く
り

な
ど
の
取
り
組
み
を
、
農
業
振
興
対
策

本
部（
審
議
会
・
執
行
部
会
）が
中
心
と

な
っ
て
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
一
方
、
景
気
低
迷
や
消
費
流
出
に
加

え
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
商
工

業
を
取
り
巻
く
環
境
も
一
層
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
商
工
業
は
農
業
と

並
ぶ
主
要
な
産
業
で
あ
り
、
地
域
の
持

続
的
発
展
の
た
め
に
商
工
会
と
連
携
を
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し
て
小
規
模
事
業
者
へ
適
切
な
支
援
対

策
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
次
に
、
本
町
の
３
つ
の
観
光
拠
点
施

設（
道
の
駅
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
、
し
ほ
ろ

温
泉
プ
ラ
ザ
緑
風
、
士
幌
高
原
ヌ
プ
カ

の
里
）に
つ
い
て
も
、
大
変
厳
し
い
運

営
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
町
と
し
て
必

要
な
支
援
を
行
う
こ
と
と
あ
わ
せ
、
指

定
管
理
者
に
も
様
々
な
制
度
を
活
用
い

た
だ
き
な
が
ら
、
事
業
の
回
復
に
尽
力

を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
次
に
、
労
働
力
不
足
は
い
ず
れ
の
職

種
に
お
い
て
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
中
、「
士
幌
町
雇
用
対
策
連
絡
調
整

協
議
会
」に
お
い
て
連
絡
・
調
整
を
進

め
る
と
と
も
に
、
農
業
振
興
対
策
本
部

や
町
内
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、

働
き
手
の
確
保
、
労
働
環
境
の
改
善
を

推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
産
業
振
興
を
進
め
る
上
で
、

担
い
手
の
育
成
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

町
内
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、
調

査
・
研
究
や
モ
デ
ル
事
業
を
行
い
な
が

ら
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
推
進

　
子
育
て
支
援
は
、
こ
れ
ま
で
も
主
要

施
策
と
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う
べ
く
、

地
方
創
生
に
お
い
て
も
子
育
て
支
援
は

重
要
な
テ
ー
マ
の
１
つ
で
あ
り
、
第
２

期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画（
令

和
２
～
６
年
度
）と
あ
わ
せ
、
第
２
期

士
幌
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
基
本
目
標
に
よ
り
、
重
点
施

策
と
し
て
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
子
育
て
に
か
か
る
経
済
的
な
負
担
の

軽
減
と
し
て
、
医
療
費
の
無
償
化
の
拡

充
を
図
る
ほ
か
、
在
宅
子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
を
新
た
に
取
り
入
れ
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
生
の
学
童
保
育
や
サ
タ

デ
ー
ス
ク
ー
ル
を
活
用
し
た
各
種
ス
ポ

ー
ツ
、
文
化
活
動
な
ど
の
体
験
機
会
の

提
供
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
一
方
、
全
国
的
に
子
ど
も
の
虐
待
や

事
故
の
頻
発
、
子
ど
も
の
貧
困
と
言
わ

れ
る
事
態
を
大
変
憂
慮
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
地
域
を
挙
げ
て
子
ど
も
を

守
る
た
め
に
、
町
・
教
育
委
員
会
・
児

童
相
談
所
・
警
察
な
ど
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
、
対
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り

　
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
の
進
行
と

相
ま
っ
て
、
国
の
社
会
保
障
制
度
が
見

直
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
推
進
に
お
い
て
は
、
実
態
や
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
よ
り
き
め
の
細

か
い
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
健
康
相
談
、
保
健
指
導
の
徹
底

や
巡
回
型
健
診（
２
会
場
、
９
回
）を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

特
定
健
診
の
受
診
率
は
目
標
に
達
し
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
令
和

４
年
度
に
お
い
て
、
特
定
健
診
受
診
率

60
％
、
特
定
保
健
指
導
率
60
％
の
目
標

達
成
に
向
け
、
積
極
的
に
健
康
相
談
、

保
健
指
導
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
次
に
、
高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者
の

福
祉
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、「
第
４

期
地
域
福
祉
計
画
」「
第
８
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」お
よ
び「
第
６
期
障
が
い
福

祉
計
画
・
第
２
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
」

の
２
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
福
祉
関
係

団
体
と
の
連
携
の
も
と
計
画
を
推
進
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
に
関
し
て
は
、
医
療
や
介
護

に
お
け
る
自
己
負
担
が
増
加
す
る
傾
向

と
な
っ
て
お
り
、
社
会
保
障
費
抑
制
の

流
れ
は
、
今
後
更
に
強
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
そ
の
動
向
を
し
っ
か
り
見
極

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
介
護
保
険
事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
介
護
予
防
の
充
実
に
よ
る
保
険
料

の
抑
制
と
制
度
の
安
定
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
士
幌
町
障
が
い
者
支
援
の
会
」に
よ
り

町政執行方針

「
障
が
い
者
総
合
施
設
」を
拠
点
と
し
て
、

各
種
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
に
お
い
て
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
連
携
し
な
が
ら
機
能
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
障

が
い
者
支
援
施
設
な
ど
で
働
く
介
護
従

事
者
は
慢
性
的
に
不
足
し
て
お
り
、
町

内
の
施
設
等（
町
施
設
除
く
）に
新
た
に

就
業
す
る
方
に
就
業
支
援
等
補
助
を
交

付
し
、
人
材
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
高
齢
者
施
設
お
よ
び
障
が
い
者
総
合

施
設
な
ど
の
整
備
に
よ
り
、「
福
祉
村
」

内
に
お
け
る
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
ほ
ぼ

完
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
に
お

い
て
は
、
そ
の
機
能
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の

深
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
更
に
、
地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
福
祉
関
係
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
、
全
地
域
で
展
開
さ

れ
て
い
る「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」や「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

な
ど
、
地
域
で
支
え
合
う
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
て
は
、
交

通
手
段
の
確
保
が
重
要
な
要
素
で
あ
り

ま
す
が
、
市
街
地
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行（
平
成
27
年
度
開
始
）と
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善
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
３
億
５
，

０
０
０
万
円
超
の
繰
出
し
を
し
て
い
ま

す
。
平
成
30
年
度
に
お
い
て「
町
立
病

院
改
革
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、
入
院
50

床
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今

後
に
お
い
て
、
行
政
改
革
の
重
点
項
目

と
し
て
人
口
構
造
や
医
療
ニ
ー
ズ
の
変

化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
医
療
機
能
や
経
営

形
態
を
含
め
た
議
論
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

一
方
、「
東
日
本
大
震
災
」か
ら
11
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
集
中

豪
雨
や
地
震
な
ど
全
国
的
に
大
き
な
被

害
が
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
大
規
模
な
自
然
災
害
が
毎
年
の
よ
う

に
繰
り
返
さ
れ
る
中
、
今
後
に
お
い
て

も
自
然
災
害
へ
の
対
応
は
極
め
て
重
要

で
あ
り
ま
す
。

　
地
域
防
災
計
画
に
よ
り
、
防
災
備
蓄

品
の
整
備
や
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
更
に
自
主
防
災
組
織
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
事
業
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
前

年
度
よ
り
開
始
し
た「
防
災
行
政
無
線
」

の
活
用
に
よ
る
防
災
意
識
の
向
上
を
図

り
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
あ
っ

て“
町
民
誰
も
が
安
心
・
安
全
を
実
感

で
き
る
地
域
づ
く
り
”に
一
層
留
意
を

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

農
村
環
境
の
充
実
と
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
士
幌

　
北
十
勝
２
町
環
境
衛
生
処
理
組
合
で

行
っ
て
い
る「
ご
み
処
理
」に
つ
い
て
は
、

令
和
９
年
度
中
に
19
市
町
村
に
よ
る「
十

勝
圏
複
合
事
務
組
合
・
新
中
間
処
理
施

設
」に
移
行
し
ま
す
。

　
北
十
勝
２
町
の
最
終
処
分
場
に
つ
い

て
は
、
令
和
９
年
度
ま
で
利
用
し
ま
す

が
、
容
量
不
足
と
な
る
た
め
、
令
和
５

年
度
に
嵩
上
げ
改
修
を
行
う
計
画
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
９
年
度
以
降
も

今
ま
で
ど
お
り
自
己
搬
入
ご
み
の
受
入

れ
を
行
う
た
め
、
現
施
設
の
隣
接
地
に

「
ご
み
中
継
施
設
」の
整
備
を
計
画
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
け
る
環
境
対
策
は
、
第
２

期「
士
幌
町
環
境
基
本
計
画
」（
平
成
30

年
度
～
令
和
９
年
度　
10
か
年
計
画
）

に
基
づ
き
取
り
組
む
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
持
続
可
能
な
社
会
、
豊
か
な
農
村

づ
く
り
に
向
け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可

能
な
開
発
目
標 

17
項
目
）を
第
６
期
町

づ
く
り
総
合
計
画（
後
期
）や
第
２
期
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の

施
策
に
位
置
付
け
、
推
進
し
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
は
、
我
が
国
、
そ
し
て

世
界
全
体
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
す
。

２
０
５
０
年
ま
で
の
脱
炭
素
社
会
の
実

現
を
見
据
え
て
士
幌
町
に
お
い
て
も
、

そ
の
特
性
を
活
か
し
、
地
域
が
潤
う
と

い
う
視
点
も
持
ち
な
が
ら
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
２
０
５
０
年
の「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
士
幌
」

の
実
現
に
向
け
、
令
和
４
年
第
２
回
定

例
会
に
お
い
て
、「
士
幌
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
」を
行
い
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
目
標
設
定
の
基
礎
調

査
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
そ
の
他
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業（
全
町
９
地
区
）の
継
続
、
農
業
基

盤
整
備
事
業（
国
営
・
道
営
）の
推
進
な

ど
、
主
要
懸
案
事
業
に
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

Ⅳ　
む
す
び
に

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
そ
し
て
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
と
い
う
新
し
い
時
代
に
お
い
て
、

町
民
の
皆
様
と
と
も
に
挑
戦
し
続
け
る

こ
と
で
、
更
に
大
き
く
飛
躍
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
私
自
身
が
先
頭
に

立
ち
、
士
幌
町
の
未
来
を
切
り
拓
い
て

い
く
た
め
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
、
町
議
会
議
員
の
皆
様
、

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
わ
せ
、
令
和
元
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る「
高
齢
者
等
移
動
支
援
事
業
」に
つ

い
て
は
、
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有
し

な
い
農
村
部
の
高
齢
者
等
を
対
象
と
し

て
、
自
宅
か
ら
役
場
間
の
ハ
イ
ヤ
ー
代

金
12
往
復
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
運

転
免
許
返
納
初
年
度
に
限
り
６
往
復
分

の
加
算
と
対
象
者
を
市
街
地
区
の
高
齢

者
等
に
も
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
日
常
生
活
支
援
事

業
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

日
常
生
活
の
困
り
事
を「
た
す
け
愛
」で

支
援
し
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
利
用
で
き
な
い
高
齢
者
の
買
い
物

支
援
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
車
両
を
使
用
し
た

乗
り
合
い
方
式
な
ど
の
実
証
実
験
を
行

い
な
が
ら
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
次
に
、
地
域
医
療
に
関
し
て
で
す
が
、

医
師
・
看
護
師
不
足
、
診
療
報
酬
の
改

定
な
ど
に
よ
り
、
自
治
体
病
院
を
取
り

巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
病
院
問
題
は
、
町
に
と
っ
て
大
き
な

課
題
・
懸
案
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
保
病
院
は
町
内
唯

一
の
医
療
機
関
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

を
包
括
す
る「
福
祉
村
」の
中
核
施
設
と

し
て
の
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
あ
わ
せ
、
経
営
改
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種
検
査
結
果
を
検
証
・
分
析
し
、
各
学

年
の
具
体
的
な
改
善
策
に
結
び
つ
け
る

全
校
体
制
で
の
取
り
組
み
を
行
う
と
と

も
に
、
学
校
間
で
情
報
を
交
流
・
共
有

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
町
内
全
体
の
学
力

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
各
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力

向
上
の
た
め
に
、
学
校
改
善
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、
系
統
的
で
継
続
的
な
取
り
組

み
を
粘
り
強
く
進
め
る
一
方
、
具
体
的

な
授
業
改
善
や
個
に
応
じ
た
指
導
の
充

実
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
そ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
更
に
充
実
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。

・
学
習
サ
ポ
ー
ト

　
平
成
22
年
度
か
ら
各
学
校
お
よ
び
教

育
委
員
会
で
開
始
し
た
子
ど
も
へ
の
学

習
サ
ポ
ー
ト
は
、
年
を
経
る
ご
と
に
内

容
が
充
実
し
、
支
援
体
制
や
家
庭
と
の

連
携
の
部
分
で
も
着
実
に
効
果
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
全
て
の
小
・
中
学
校
に
お
い

て
、
基
礎
基
本
の
定
着
、
苦
手
な
学
習

の
克
服
、
自
主
的
な
学
習
態
度
の
育
成

等
を
図
る
た
め
継
続
す
る
こ
と
と
し
て
、

更
に
効
果
の
上
が
る
取
り
組
み
に
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
教
育
委
員
会
が

平
成
26
年
３
月
か
ら
開
始
し
た
北
海
道

大
学
の
学
生
に
よ
る「
学
習
サ
ポ
ー
ト
塾
」

に
は
多
く
の
小
・
中
学
生
が
参
加
し
、

学
習
、
読
書
、
運
動
等
で
大
学
生
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
楽
し
く
学
ぶ
機
会

Ⅰ　
は
じ
め
に

　
教
育
基
本
法
は
、「
教
育
は
、
人
格
の

完
成
を
目
指
し
、
平
和
で
民
主
的
な
国

家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な

資
質
を
備
え
た
心
身
と
も
に
健
康
な
国

民
の
育
成
を
期
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
、
そ
の
目
的
と
基
本
理
念

を
明
確
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
理
念
を
踏
ま
え
、
町
民
の
信
頼

と
期
待
に
応
え
る
た
め
に
必
要
な
教
育

環
境
を
整
備
し
、
教
育
の
質
を
高
め
て

い
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
令

和
３
年
度
か
ら
４
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る「
士
幌
町
教
育
振
興
基
本
計
画
」に

基
づ
き
、
教
育
施
策
の
総
合
的
・
計
画

的
な
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
日
の
社
会
は
、
人
口
の
減
少
、
少

子
高
齢
化
に
加
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

産
業
構
造
の
変
化
な
ど
数
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、

Ｉ
о
Ｔ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
人
工
知
能

を
は
じ
め
と
す
る
急
速
な
技
術
革
新
や
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
層
の
推
進
な
ど
に

よ
り
、
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
本
町
の
学
校
教
育
に

お
い
て
は
、
教
育
実
践
の
テ
ー
マ
で
あ

る「
過
去
を
見
直
し
、
今
を
見
極
め
、

先
を
見
据
え
る
教
育
」を
基
調
と
し
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
夢
と
希
望
を
持

っ
て「
生
き
る
力
」を
身
に
つ
け
る
た
め
、

学
校
は
も
と
よ
り
家
庭
や
地
域
と
連
携

し
て「
確
か
な
学
力
・
豊
か
な
心
・
健

や
か
な
体
」の
調
和
の
と
れ
た
育
成
を

目
指
し
、
地
域
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
の

中
で
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
人

間
性
豊
か
で
創
造
性
に
あ
ふ
れ
、
心
身

と
も
に
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
よ
う
充

実
し
た
教
育
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
す

べ
て
の
人
々
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

な
ど
多
様
な
活
動
に
参
加
し
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
心
豊
か
な
生
活
を
営
み
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
そ
の
成
果
が
活

か
せ
る
生
涯
学
習
社
会
を
展
望
し
つ
つ
、

教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
教
育
委

員
会
や
学
校
、
保
護
者
の
方
々
な
ど
と

連
携
し
、
そ
の
対
応
に
万
全
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ　
重
点
施
策

１ 

学
校
教
育

　
学
校
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が

社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
た
く
ま

し
く
生
き
て
い
く
た
め
知
・
徳
・
体
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子
ど
も
の
育
成
、

す
な
わ
ち「
生
き
る
力
」を
育
成
す
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

基
礎
・
基
本
を
身
に
つ
け
た
確
か
な
学
力

・
学
力
向
上

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
等
の
各

　５月12日の第５回士幌町議会臨時会において、土屋仁志教育長が
教育行政執行方針を述べました。内容は次のとおりです。

令和４年度 教育行政執行方針
「確かな学力・豊かな心・健やかな体」
未来を担う子どもたちが人間性豊かで創造性にあふれ
心身ともにたくましく成長する教育環境づくりを
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年
度
の
中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
全
面

実
施
、
ま
た
、
段
階
実
施
さ
れ
る
高
等

学
校
学
習
指
導
要
領
に
よ
っ
て
実
現
さ

れ
る
新
課
程
な
ど
、
小
・
中
・
高
等
学

校
を
通
じ
た
外
国
語
教
育
の
抜
本
的
強

化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
３
名
体

制
の
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）派
遣

に
よ
る「
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
」の
指

導
の
強
化
と
と
も
に
、
研
修
等
に
よ
り

小
学
校
教
員
の
授
業
力
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

・
特
別
支
援
教
育

　
校
内
連
携
会
議
や
特
別
支
援
教
育
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
全
職
員

に
よ
る
特
別
支
援
教
育
の
推
進
体
制
の

充
実
を
図
る
ほ
か
、
特
別
支
援
教
育
支

援
員
を
要
所
に
配
置
し
て
、
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
の
能
力
や
可
能
性
を
伸
長
す

る
き
め
細
か
な
指
導
・
支
援
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
、
学
校
、
こ
ど

も
園
、
保
育
所
等
の
関
係
機
関
の
連
携

組
織
で
あ
る「
士
幌
町
子
育
ち
支
援
連

携
協
議
会
」で
協
議
し
、
特
別
な
教
育

的
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

に
乳
幼
児
期
か
ら
学
校
卒
業
後
ま
で
一

貫
し
た
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

　
教
科
指
導
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）の
活
用
、
情
報
活
用
能
力
の

育
成
、
校
務
の
情
報
化
の
３
つ
の
側
面

を
通
し
て
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指
す

た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
等
の
整
備
を
計
画

的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
一
人
一
台
端
末
の
積
極
的
・

有
効
的
な
活
用
を
通
し
て
、
個
別
最
適

な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
に
よ
り
、
多

様
な
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す

こ
と
な
く
、
資
質
や
能
力
を
確
実
に
育

成
す
る
な
ど
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
更
に
、
令
和
６
年
度
の
本
格
導
入
を

目
指
す
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
つ
い
て
も
、

試
行
的
に
小
・
中
学
校
の
全
学
年
で
２

教
科
を
導
入
し
て
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

　
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
、
一

昨
年
度
か
ら
小
学
校
教
育
で
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
的
な
思
考
を
身
に
付
け
る
こ
と

を
目
標
と
し
た「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」

が
完
全
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
研
修

等
に
よ
り
教
員
の
指
導
力
の
向
上
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・
教
職
員
研
修
等

　
学
校
教
育
の
成
果
は
、
教
職
員
の
資

質
能
力
と
熱
意
に
よ
る
と
こ
ろ
が
極
め

て
大
き
い
こ
と
か
ら
、
教
職
員
が
教
師

力
を
高
め
る
機
会
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
研
修
内
容
の
充
実
を
図
り
、
能
力
を

最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
学
校
運
営
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
学
校
教
育
指
導
の
機

会
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
や
主
体
的
・
対
話
的

な
深
い
学
び
に
繋
が
る
授
業
改
善
な
ど

プ
ロ
教
師
と
し
て
の
資
質
能
力
を
磨
く

各
種
の
研
究
会
・
研
修
会
へ
の
参
加
を

積
極
的
に
後
押
し
す
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
教
職
員
の
資
質
や
実
績
を
正

し
く
評
価
す
る
こ
と
で
教
職
員
の
意
欲

を
引
き
出
す
と
と
も
に
、
学
校
教
育
に

対
す
る
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
、
教
職

員
の
服
務
規
律
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

優
し
さ
と
思
い
や
り
の
あ
る
豊
か
な
心

　
子
ど
も
た
ち
が
、
互
い
を
尊
重
し
、

と
も
に
支
え
合
い
な
が
ら
社
会
の
一
員

と
し
て
成
長
す
る
た
め
に
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
な
が
ら
、
心
身

の
健
や
か
な
発
達
を
支
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

・
道
徳
教
育

　
命
を
大
切
に
す
る
心
や
思
い
や
り
の

心
、
公
共
心
や
規
範
意
識
を
育
て
る
た

め
、
あ
る
い
は
社
会
性
や
豊
か
な
人
間

性
を
育
む
た
め
、
道
徳
教
育
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
道
徳
の
授
業
を
参
観

日
等
で
広
く
公
開
す
る
こ
と
に
努
め
る

と
と
も
に
、
道
徳
教
育
用
教
材「
私
た

ち
の
道
徳
」や
北
海
道
版
道
徳
教
材「
き

た
・
も
の
が
た
り
」「
北
海
道
お
も
て
な

し
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
学
校
教
育
全
般

に
わ
た
っ
て
有
効
に
活
用
す
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
特
別
の
教
科　

道
徳
」に
つ

い
て
は
、
そ
の
趣
旨
や
理
念
の
実
現
を

図
る
た
め
、「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
更
に
充
実
を

図
り
な
が
ら
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
臨
時
教
諭
等
の
配
置

　

全
国
的
に
教
員
が
不
足
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
日
常
の
授
業
に
お

い
て
は
、
個
に
応
じ
た
指
導
の
一
層
の
充

実
を
図
る
た
め
、
士
幌
町
立
小
学
校
に

お
け
る
学
級
編
制
等
に
関
す
る
規
則
に

規
定
す
る
基
準
に
よ
り
、
低
学
年
の
少

人
数
学
級
編
制
等
、
町
費
負
担
に
よ
る

臨
時
教
諭
の
配
置
を
継
続
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
学
校
に
臨
時

教
諭
、
臨
時
講
師
、
支
援
員
を
、
医
療

的
ケ
ア
が
必
要
な
児
童
生
徒
が
就
学
す

る
学
校
に
は
看
護
師
の
配
置
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

・
集
合
学
習

　
小
規
模
複
式
校
に
お
い
て
は
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
の
願
い
や
思
い
を
大
事

に
し
、
少
人
数
で
あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
が
最
大
限
発
揮
で
き
る
教
育
活
動
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
集
団
活

動
や
学
び
合
う
意
識
な
ど
、
多
人
数
で

な
け
れ
ば
体
験
で
き
な
い
学
習
を
補
う

た
め
、
集
合
学
習
の
内
容
に
工
夫
を
加

え
な
が
ら
、
更
に
積
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

・
外
国
語
教
育

　
一
昨
年
度
の
小
学
校
学
習
指
導
要
領

の
全
面
実
施
に
伴
う
、
中
学
年
の「
外

国
語
活
動
」な
ら
び
に
高
学
年
の
教
科

と
し
て
の「
外
国
語
」の
実
施
、
更
に
昨
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の
授
業
づ
く
り
を
確
実
に
推
進
す
る
よ

う
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
い
じ
め
防
止
対
策

　
い
じ
め
は
、
い
じ
め
を
受
け
た
子
ど

も
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
著
し
く
侵

害
し
、
そ
の
心
身
の
健
全
な
成
長
お
よ

び
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
生
命
ま
た
は
身

体
に
重
大
な
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ

れ
が
あ
る
も
の
で
す
。

　
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
、
絶
対

に
許
さ
な
い
と
い
う
強
い
認
識
に
立
ち
、

緊
張
感
を
持
っ
て
未
然
防
止
に
努
め
る

と
と
も
に
、
早
期
発
見
・
早
期
解
消
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
国
が
示
し
た
方
針
に
基
づ
き
、
教
育

委
員
会
と
各
学
校
が
策
定
し
た「
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
や
実
態
に
応
じ
て
作
ら
れ
た
も
の

で
す
が
、
小
さ
な
い
じ
め
は
ど
の
学
校

で
も
起
こ
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
各
学

校
に
お
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
見
直
し

を
行
う
と
と
も
に
、
教
職
員
の
組
織
的

な
取
り
組
み
や
児
童
生
徒
へ
の
指
導
、

保
護
者
・
地
域
へ
の
説
明
を
年
間
通
し

て
推
進
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
と
た
く
ま
し
い
体
力

・
体
力
向
上

　
体
力
に
つ
い
て
は
、
全
国
体
力
・
運

動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
の
結
果
を

検
証
・
分
析
し
、
具
体
的
な
改
善
策
に

結
び
つ
け
る
取
り
組
み
を
行
う
と
と
も

に
、
学
校
間
で
情
報
を
交
流
・
共
有
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
町
内
全
体
の
体
力
・

運
動
能
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
各
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
運
動

の
日
常
化
の
取
り
組
み
の
実
践
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
体
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
は
、
学
力
と
同
じ
よ
う
に
毎
日
地

道
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

新
体
力
テ
ス
ト
の
全
学
年
実
施
や
１
校

１
実
践
の
取
り
組
み
を
更
に
充
実
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
。

・
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
運
動

　
日
常
の
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
確

立
が
、
子
ど
も
た
ち
の
心
身
と
も
に
健

や
か
な
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
か
ら
、
家
庭
と
の
連
携
を
強
化
し

て
、
実
効
性
を
伴
っ
た
早
寝
早
起
き
朝

ご
は
ん
運
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
、
部
活
動

　
本
町
の
児
童
生
徒
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
活
動
・
部
活
動
参
加
率
が
高
く
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
で
の
成
果
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
健
康
・
体
力

や
運
動
能
力
の
一
層
の
向
上
を
図
る
方

策
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
積
極
的

に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
づ
く
り

　
学
校
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安
全

で
安
心
し
て
学
ぶ
場
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
通
学
時
の
安
全
対
策
を
含
め

て
、
実
践
的
な
防
災
・
防
犯
教
育
を
進

め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・

安
心
を
確
保
し
、
快
適
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、

家
庭
や
地
域
・
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
に
対
す

る
教
職
員
の
意
識
の
高
揚
や
学
校
に
お

け
る
様
々
な
危
機
を
想
定
し
対
応
す
る

体
制
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
保
護
者
に
は
、
道
警「
ほ
く
と
く

ん
防
犯
メ
ー
ル
」へ
の
登
録
を
案
内
し

て
ま
い
り
ま
す
。

大
地
く
ん
と
学
ぼ
う

　
本
町
の
特
色
あ
る
教
育
の
一
つ
で
あ

る
、
食
農
体
験
学
習「
大
地
く
ん
と
学

ぼ
う
」は
、
地
元
で
生
産
さ
れ
る
農
畜

産
物
な
ど
を
利
用
し
た
食
品
加
工
体
験

を
通
し
て
、
地
域
の
産
業
や
食
育
を
学

ぶ
な
ど
、
管
内
的
に
も
注
目
さ
れ
る
取

り
組
み
と
し
て
継
続
し
て
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

お
弁
当
の
日

　
本
町
に
お
け
る「
お
弁
当
の
日
」の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
町
内
の
全
小
学
校
で
実
施
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
保
護
者
の
理
解
や
協
力
を
得

な
が
ら
こ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、「
お

弁
当
の
日
」が
家
族
団
ら
ん
の
機
会
を

増
や
し
、
家
庭
に
明
る
い
笑
顔
を
も
た

ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
う
も

の
で
す
。

都
市
交
流
事
業

　
各
小
学
校
間
で
長
い
歴
史
が
あ
る
都

市
小
学
校
と
の
交
流
事
業
は
、
子
ど
も

た
ち
の
日
常
生
活
で
は
経
験
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
通
し
て
、

人
間
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も

の
と
考
え
ま
す
。

　
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
相
互
交

流
を
基
本
と
す
る
こ
と
か
ら
、
交
流
先

の
理
解
と
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
る
事
業
実
施
に

向
け
て
協
議
を
進
め
、
本
事
業
の
目
的

達
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
給
食

　
衛
生
管
理
や
指
導
の
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
食
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
内
生
産
者
で
つ
く
る「
も
ぎ
た
て
市

な
か
よ
し
会
」や
士
幌
高
等
学
校
の
協

力
の
下
、
士
幌
産
の
食
材
を
生
き
た
教

材
と
し
て
活
用
し
、
安
心
で
き
る
給
食

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
食
文
化

へ
の
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
栄
養
教
諭
等
に
よ
る
食
育
の

指
導
を
通
し
、
望
ま
し
い
食
習
慣
や
生

活
習
慣
の
確
立
に
努
め
て
い
く
た
め
、

平
成
27
年
度
か
ら
月
１
回
、
献
立
の
中

に「
和
食
の
日
」を
設
け
て
お
り
、
更
な

る
和
食
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
と
い

た
し
ま
す
。

　
更
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
す
る

児
童
生
徒
が
他
の
児
童
生
徒
と
同
じ
よ

う
に
学
校
生
活
を
安
心
し
て
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
教
育
委
員
会
や

学
校
に
お
い
て
は
、
学
校
給
食
等
に
お

教育行政執行方針
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営
を
、
町
長
か
ら
事
務
委
任
を
受
け
て

教
育
委
員
会
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
児
童
の
心
身
の
発
達
に
関
す
る
相
談
、

指
導
、
療
育
等
の
支
援
を
行
う
事
業
の

ほ
か
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通

所
支
援
事
業
所
と
し
て
、
児
童
発
達
支

援
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
相
談

支
援
、
保
育
所
等
訪
問
支
援
の
事
業
を

適
切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
の
在
り
方

　
今
後
、
我
が
国
は
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
の
急
速
な
進
展
が
現
実
の
も
の

と
な
り
、
本
町
に
お
い
て
も
児
童
数
が

年
々
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
国
で
は
公
立
小
学
校

第
２
学
年
か
ら
第
６
学
年
ま
で
の
学
級

編
成
を
、
令
和
３
年
度
か
ら
５
年
間
を

か
け
て
学
年
進
行
で
段
階
的
に
現
在
の

40
人
か
ら
35
人
に
引
き
下
げ
、
本
年
度

は
第
３
学
年
の
35
人
学
級
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
各

小
学
校
の
将
来
の
学
年
別
児
童
数
を
毎

年
度
推
計
し
て
、
望
ま
し
い
学
び
の
環

境
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支

え
る
た
め
に
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

が
連
携
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た

ち
を
守
り
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
地
域
住
民
や
保
護
者
が

学
校
運
営
に
参
画
し
、
学
校
が
地
域
と

一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
み
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
学
校
運
営

協
議
会
制
度
）」を
平
成
30
年
度
か
ら
認

定
こ
ど
も
園
を
含
め
町
内
の
全
て
の
小
・

中
・
高
等
学
校
に
導
入
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
を
精
査
し
、
よ

り
一
層
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
活
動
推
進
が
図
れ
る
よ
う
組
織
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

学
び
を
つ
な
ぐ
学
校
づ
く
り
の
実
現

　
学
校
が
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
期

待
に
応
え
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
た
め
に
は
、

認
定
こ
ど
も
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・

高
等
学
校
の
各
学
校
段
階
間
の
連
携
・

接
続
を
図
り
な
が
ら
、
管
理
職
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
学
校
運
営
に

当
た
る
と
と
も
に
、
教
職
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
教
員
が
子
ど
も
と
向
き

合
う
時
間
の
確
保
に
向
け
て
、「
士
幌
町

立
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
推
進
プ

ラ
ン
」に
基
づ
き
、
時
間
外
勤
務
時
間

の
縮
減
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
校
務
の

推
進
な
ど
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
の
取
組
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２ 
社
会
教
育

　
本
年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る
社
会
教
育
中
期
計
画
に
基
づ
き
、

各
種
の
社
会
教
育
施
策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
町
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
が
い

を
持
ち
、
充
実
し
た
生
活
を
実
現
す
る

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
学
習
活
動
を
行
っ
て
自
己

実
現
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
は
社
会
教
育
の
果
た
す
役
割

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
近
年
、
核
家
族
化
や
少
子
化
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力

の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
家
庭
教
育
に
資
す
る
学
習
活
動

や
、
子
育
て
に
関
す
る
支
援
事
業
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
必
要
に
応

じ
て
生
涯
学
び
あ
え
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な

学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

少
年
教
育

　
少
年
教
育
に
つ
い
て
は
、
サ
タ
デ
ー

ス
ク
ー
ル
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
、
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
、
学
習
サ
ポ

ー
ト
塾
の
継
続
実
施
に
よ
り
、
自
然
や

生
活
体
験
を
重
視
し
た
学
習
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
の
自
立
心
や
協
調
性
、
社

会
性
な
ど
を
養
い
、
豊
か
な
人
間
形
成

を
図
る
学
習
機
会
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

青
年
教
育

　
町
づ
く
り
の
更
な
る
活
性
化
を
図
る

た
め
、
青
年
組
織
の
主
体
的
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
地
域
社
会
づ
く
り
等
に
参
加
す
る

け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
応
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
、
平
成
27
年
度
に
教
育

委
員
会
が
策
定
し
た「
学
校
に
お
け
る

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
指
針
」お
よ

び「
学
校
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
活
用
し
、
町
内
の

学
校
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ

い
て
、
町
内
の
関
係
者
が
共
通
認
識
を

持
っ
て
対
応
に
当
た
る
こ
と
に
し
ま
す
。

高
等
学
校

　
北
海
道
士
幌
高
等
学
校
は
、
農
業
お

よ
び
農
業
関
連
産
業
の
担
い
手
育
成
を

め
ざ
し
、
地
域
の
信
頼
に
応
え
る
教
育

実
践
を
経
営
方
針
と
し
て
学
校
経
営
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
近
年
は
、
少
子
化
の
影
響
か
ら
、
郡

部
校
の
存
続
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
る
も
の
の
、
本
校
の
農
業
教
育
の
実

践
は
、
望
ま
し
い
勤
労
観
や
職
業
観
を

育
む
と
と
も
に
、
修
学
支
援
制
度
や
海

外
文
化
交
流
事
業
な
ど
を
活
用
し
、
農

業
の
魅
力
を
伝
え
地
域
を
支
え
る
産
業

人
育
成
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
校
の
魅

力
を
よ
り
一
層
高
め
、
環
境
に
配
慮
し

た
安
全
・
安
心
な
専
門
性
の
高
い
農
業

教
育
を
実
践
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
全

教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー

　
平
成
28
年
度
に
開
設
し
た
士
幌
町
こ

ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
の
管
理
・
運
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な
ど
、
若
い
力
の
町
づ
く
り
へ
の
積
極

的
な
参
加
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

成
人
一
般
教
育

　
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な
学

習
機
会
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生

涯
学
習
講
座
や
研
修
会
、
出
前
講
座
な

ど
を
開
設
し
、
様
々
な
学
習
機
会
の
提

供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
や

サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

家
庭
教
育

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
な
ど
の
社
会
環
境
や
共
働
き

家
庭
の
増
加
な
ど
家
庭
環
境
の
変
化
に

よ
り
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、
新
た
な
課

題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
教
育
を
考
え
る
集
い
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
心
講
座
な
ど
の
学

習
機
会
の
提
供
を
行
い
、
家
庭
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

女
性
教
育

　
士
幌
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を

制
定
し
て
以
来
、
基
本
計
画
に
沿
っ
て

関
係
機
関
等
と
連
携
・
協
力
し
て
取
り

組
み
、
女
性
団
体
の
活
動
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
女
性
団
体
の
主
体
的
活

動
を
支
援
し
、
女
性
ラ
イ
フ
ス
ク
ー
ル

の
開
設
、
地
区
女
性
学
級
の
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
教
育

　
柏
樹
学
級
の
開
設
に
よ
り
、
ス
ポ
ー

教育行政執行方針

ツ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
世
代
間
交

流
活
動
を
通
し
て
心
身
の
健
康
増
進
に

努
め
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
が
実
現

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
ほ
か
、
豊

か
な
経
験
を
生
か
し
た
学
習
活
動
や
社

会
参
加
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

芸
術
・
文
化

　
本
町
に
お
け
る
文
化
活
動
は
、
文
化

協
会
加
盟
団
体
や
各
種
サ
ー
ク
ル
に
よ

り
自
主
的
な
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
文
化
団
体
へ
の
活

動
支
援
や
芸
術
鑑
賞
会
、
文
化
祭
の
開

催
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

図
書
館

　
生
涯
学
習
の
た
め
の
拠
点
と
し
て
、

町
民
の
読
書
要
求
と
学
習
意
欲
に
応
え

ら
れ
る
資
料
を
収
集
・
提
供
す
る
と
と

も
に
、
広
く
町
民
に
親
し
ま
れ
る
図
書

館
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
小
学
校
と
連
携
し
た
巡
回

図
書
や
、
読
み
聞
か
せ
等
の
活
動
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ク
ル
の
育
成
を
図
り
、
小
学
校
な
ど

で
の
読
み
聞
か
せ
活
動
等
の
更
な
る
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

　
健
康
や
体
力
の
維
持
・
増
進
の
ほ
か
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
も
大
き
な

役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、「
町
民
一

人
一
ス
ポ
ー
ツ
」運
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
が
個
々
の
体
力
や
健
康

状
態
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
初
歩
的
な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進
に
努
め
る
ほ

か
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
町
体
育
連

盟
各
競
技
団
体
と
連
携
を
図
り
、
各
種

競
技
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
は
、
競
技
技

術
の
向
上
に
加
え
て
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

で
あ
り
、
指
導
者
の
養
成
や
日
常
活
動

に
対
す
る
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

社
会
教
育
施
設

　
複
合
施
設
で
あ
る
総
合
研
修
セ
ン
タ

ー
が
平
成
６
年
に
開
設
し
て
以
来
、
生

涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
い
つ
で
も
・
だ
れ
も
が
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
多
く
の

町
民
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把

握
し
て
、
要
望
に
十
分
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
施
設
・
設
備
の
維
持
・
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
で
は
、
各
地
区
公
民
館

が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
場

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

地
域
住
民
の
教
養
の
向
上
、
健
康
の
増

進
、
生
活
文
化
の
振
興
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。
公

民
館
活
動
推
進
委
員
会
へ
の
継
続
し
た

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
公
民
館
施
設

は
各
地
区
の
活
動
拠
点
で
あ
る
と
と
も

に
災
害
時
の
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
施
設･

設
備
の
適
切

な
維
持
・
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

も
、
施
設
延
命
化
の
た
め
、
適
切
に
維

持
・
管
理
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
童
保
育

　
児
童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
く
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
、
い
わ
ゆ
る
学

童
保
育
を
、
町
長
か
ら
事
務
委
任
を
受

け
、
平
成
28
年
度
か
ら
教
育
委
員
会
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
小
学
校
と
の
連
携
を
図
り
、
保
護
者

が
労
働
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い

児
童
に
、
適
切
な
遊
び
お
よ
び
生
活
の

場
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅲ　
む
す
び
に

　
教
育
委
員
会
制
度
改
革
に
よ
り
、
平

成
27
年
度
か
ら
町
長
と
教
育
委
員
会
で

総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
て
お
り
ま
す

が
、
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
町
長
と
連
携
し
て
、

士
幌
町
教
育
大
綱
に
掲
げ
る「
輝
く
未

来
へ　

し
ほ
ろ
創
生
」の
基
本
理
念
の

も
と
、
今
後
も
次
代
を
担
う
本
町
の
子

ど
も
た
ち
の
心
豊
か
な
成
長
と
、
町
民

の
皆
様
の
活
気
と
潤
い
に
満
ち
た
生
涯

学
習
社
会
の
創
造
を
め
ざ
し
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
は
も
と
よ
り
、
関
係
機
関
・

関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
深
め
て
本
町

教
育
の
よ
り
一
層
の
充
実
・
発
展
の
た

め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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福祉・保健・子育て

　士幌町の令和４年度予算は、一般会計と６特別会計１事業会計を合わせた総額で116億5,506万円
（前年度比4.1％増）となりました。
　今回は、令和４年度に実施する町の事業のうち、令和４年度第５回臨時議会で議決した政策予算を
中心に、主要な事業の一部を紹介します。
　なお、詳細はそれぞれの各部署にお問い合わせください。

※�広報しほろ５月号と合わせて配布されている「士幌町の機構と職員配置図」（Ａ３版横）の裏面に、
役場の各部署の直通電話番号（ダイヤルイン）が掲載されていますので、各事業のお問い合わせの
際はご利用ください。

まちの主要な事業令和4年度

　町内で介護事業所等に勤務する方を対象
として、就業支援金と住宅準備支援金を助
成します。

担当 保健福祉課福祉介護担当
　　 （総合福祉センター内 電話５- ２００６）

　こども発達相談センターの老朽化した暖
房・給湯設備のほか、トイレの洋式化など
の改修を実施します。

担当 こども発達相談センター
　　 （電話５- ２５９８）

　保育施設（認定こども園または保育園（所））
を利用せずに、自ら日中家庭で子育てをす
る世帯に対して、町内で利用できる共通商
品券を交付し、在宅子育て世帯への経済的
な負担軽減を図ります。
担当 子ども課
　　 （認定こども園　電話５- ２３６４）

　国保病院の老朽化した暖房設備等の改修
を実施します。

担当 国民健康保険病院
　　 （電話５- ２１０６）

　まる元運動教室の送迎車を運行します。

担当 保健福祉課地域包括支援担当
　　 （総合福祉センター内 電話５- ２１８８）

　医療費助成を高校生（18歳年度末）まで
拡充します。
担当 保健福祉課保険担当
　　 （総合福祉センター内 電話５- ２００６）

介護従事者就業支援事業

こども発達相談センター施設改修事業

まる元運動教室交通支援事業

在宅子育て世帯応援事業

国保病院ボイラー改修事業

乳幼児等医療費助成拡大事業

120万円

360万円

180万円

1億6,170万円

60万円 761万円
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生　　活

産 業 振 興

　避難勧告・指示の表記変更、防災無線な
ど新たな情報を追加するため防災ガイドブ
ックの更新を行います。
担当 総務企画課総務担当
　　 （役場庁舎２階 電話５- ５２１１）

　新型コロナウイルス感染症の影響の長期
化により、町内商工業者が売上減少など影
響を受けていることから、町内経済を回復
させるため割増率20％の「しほろ生活応援
プレミアム商品券」を発行します。
担当 産業振興課商工観光労働担当
　　 （コミセン内 電話５- ５２１３）

　農村地域の高齢者等を対象に実施してい
るハイヤーチケットの助成について、新た
に免許返納または失効された方への追加助
成、並びに、市街地域の方も同様に免許返
納等された方を対象に加えます。（初年度に
限ります）
担当 総務企画課企画担当
　　 （役場庁舎２階 電話５- ５２１２）

　有害鳥獣による農林業被害軽減のため、
鳥獣被害防止柵の整備に要する経費の一部
に対し助成金を交付します。

担当 産業振興課林務担当
　　 （コミセン内 電話５- ５２２０）

　地域における防災活動を積極的に推進す
ることを目的に、自主防災組織に対して助
成金を交付します。
担当 総務企画課総務担当
　　 （役場庁舎２階 電話５- ５２１１）

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期
化する中、飲食店利用者の店舗離れにより、
飲食店の売上が減少など影響を受けている
ことから、飲食店の利用を促進するため「飲
食店専用クーポン券」を発行します。
担当 産業振興課商工観光労働担当
　　 （コミセン内 電話５- ５２１３）

　町公式 LINE を開設し、年代やニーズに
応じた必要な情報を発信するとともに、住
民から町への情報提供など双方向のコミュ
ニケーション手段として活用し、住民の利
便性向上を図ります。

担当 総務企画課広報担当
　　 （役場庁舎２階 電話５- ５２１２）

　道の駅ピア21しほろ公園整備のための
基本実施計画を策定します。

担当 産業振興課商工観光労働担当
　　 （コミセン内 電話５- ５２１３）

防災ガイドブック更新事業

しほろ生活応援プレミアム商品券事業

高齢者等移動支援事業（拡充）

鳥獣被害防止柵導入助成事業

自主防災組織活動助成事業

飲食店専用クーポン券発行事業

町公式ＬＩＮＥ事業

道の駅ピア２１しほろ　　　　
公園整備基本実施計画策定事業

130万円

2,900万円

530万円

800万円

100万円

400万円

362万円

550万円
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健康・イキイキ・ライフ健康・イキイキ・ライフ

健康介護グループ　中捨　里香

夏の巡回型健診申込み　受付中！

　６・７月に実施します、巡回型健診（検診）の受付を開始しています。
　下記の内容で各種検診を実施しますが、特に、胃がん検診（胃バリウム）を希望される方、７月21日の子
宮がん検診、乳がん検診を希望される方は、受付人数に制限がありますので、お早めに申し込みください。
　特定健診は、国民健康保険に加入している方が対象です。特定健診を受診された方には、生活習慣病の予
防のために、保健師または管理栄養士が個別に保健指導を行います。
　がん検診は下記の年齢に該当する町民の方が受診対象となります。
　自身の健康の確認のため、健（検）診を受けましょう。

◆日時・場所　※�６月30日・７月１日は帯広厚生病院、７月20・21日は結核予防会
が健診機関です。

　６月30日（木）６：３０～１０：３０　場所：中士幌公民館
　７月１日（金）６：３０～１０：３０　場所：町民保健センター
　７月20日（水）１３：00～１４：００　場所：町民保健センター （子宮・乳がん検診のみ）
　７月２１日（木）６：３０～１０：３０　場所：町民保健センター
　（※７月21日の子宮・乳がん検診は受付７：00～11：00まで。その他の検診が同時に受診可能）
◆内　　　容
▼巡回型健診内容▼

●申込み　保健福祉課　健康推進担当　電話５－２１０８まで

※特定健診と同じ内容で、後期高齢者健診も受診可能です（自己負担　500円）
※新型コロナウイルス感染拡大状況により変更する場合がありますのでご了承ください。

申込み
期限

６　月16
木
日

特定健診 胃がん検診 肺がん検診 大腸がん
検診

前立腺がん
検診 肝炎検診 骨粗鬆症

検診
子宮がん
検診 乳がん検診

対
象
者

30～74歳
（国保のみ）

30～74歳
（町民）

30歳以上
（町民）

30～74歳
（町民）

30～74歳    
男性（町民）

40～74歳
（町民）

30～74歳
女性（町民）

20～74歳
女性（町民）

36～74歳
女性（町民）

料
　
金

1,000円 1,400円 500円 500円 800円 1,000円 800円 1,600円

49歳まで
� 2,000円
50歳以上
� 1,700円

内
　
容

身体測定 胃バリウム
検査
（検診バスに
よる検診）

胸部
Ｘ線撮影
（検診バス
による検診）

便検査
（２日法）

ＰＳＡ
精密測定

（血液検査）

血液検査で
の肝炎検査

骨密度測定
（検診バス
での検診）

細胞診によ
る子宮頸部
がん検診
（800円追加で
エコー可能）
今年度偶数年
齢を迎える上
記年齢の方が
対 象。ま た、
昨年度この検
診を受けてい
ない上記年齢
の 方 も 対 象。

（ 他 の 健 診 と
同時実施は７
月21日）

マンモグラ
フィ検査
今年度偶数年
齢を迎える上
記年齢の方が
対 象。ま た、
昨年度この検
診を受けてい
ない上記年齢
の 方 も 対 象。

（ 他 の 健 診 と
同時実施は７
月21日）

血液検査
尿検査
心電図
眼底検査

血中
ピロリ菌検査
胃バリウム検
査を受ける方
は、800円 で
ピロリ菌検査
を追加できま
す。

貧血検査
医師診察

栄養・保健
指導
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乳がん・子宮がん検診の個別検診料
◎乳がん検診　　30歳～74歳までの方で、令和４. ４. １～令和５. ３.31の間に「偶数年齢」になる方
　　　　　　　　　　　　　　　36歳～49歳　2,200円　　　50歳～74歳　1,900円
◎子宮がん検診　20歳～74歳までの方で、令和４. ４. １～令和５. ３.31の間に「偶数年齢」になる方
　　　　　　　　　　　　　　　1,800円

自己負担額

自己負担額

▼一般健康相談について
　ご自身の健康、ご家族の健康、健診に関すること、健診結果に関することなど、ぜひ相談をご利用ください。
　◦開 催 日 時　　毎週月曜日　９：00～11：30（祝祭日を除く）
　◦相 談 場 所　　総合福祉センター
　◦実 施 内 容　　保健師または管理栄養士による健康相談
　◦申　込　み　　不要（月曜日以外をご希望の場合は事前に申し込みください）
　◦問い合わせ先　　☎５－２１０８（健康推進担当）

乳
が
ん
検
診

実施機関 日時 申込み・お問合せ

北斗病院 月～金　12：15／12：45
0155-47-7777
完全予約制（電話予約）
※年齢に関係なく料金2,200円

帯広厚生病院 月・水・金　午後
※申込時に乳がん検診申込みとお伝えください。

0155-65-0101
完全予約制（電話予約）
１週間から３か月先まで予約可能

帯広協会病院 月～金　８：30～11：00 0155-22-6600
完全予約制（電話予約）

帯広第一病院 月～金　９：00／土　８：30
0155-25-3121
完全予約制
（電話、病院窓口にて予約）

上徳整形外科・
乳腺外科

月・火・木・金　９：00～11：30／13：30～15：00
第１・３・５土　９：00～11：30

0155-25-1255
予約優先。予約なし可。

めぐみ乳腺外科

月・水・木・金　９：30～12：30／1５：00～16：30
火　９：30～12：30
第２・４土　10：00～11：30
第２・４水　18：00～19：00

0155-67-5027
完全予約制（電話・ウェブ予約）

徳洲会病院 月～金　８：50～11：30／14：00～16：00 0155-30-1805
完全予約制

音更宏明館病院 月～金　９：00～15：00　
※子宮がんと同時実施は水曜日

0155-32-3311
完全予約制（電話予約）

子
宮
が
ん
検
診

実施機関 日時 申込み・お問合せ

慶愛病院 婦人科外来　月～土　８：30～11：00
診療時間　月・水・金　13：30～16：00

0155-22-4188
予約不要（婦人科外来診療時間に実施）

帯広レディース
クリニック 平日　通常診療時間内（木曜日午前のみ） 0155-22-3773

完全予約制（電話予約）

慶愛女性クリニック 月～木　９：00～11：00／13：30～15：00
金　９：00～11：00

050-5445-0968（予約専用ダイアル）
完全予約制（電話予約・ウェブ予約）

帯広厚生病院 月～金　８：00～11：00
月・水・木・金　14：00

0155-65-0101
完全予約制（電話予約）
予約先　Ｇブロック／月～金　８：30～16：00
１週間から３か月先まで予約可能

帯広協会病院 月～金　８：30～11：00 0155-22-6600
完全予約制（電話予約）

坂野産婦人科 午前　９：00～12：30（木・土は午前のみ）
午後　14：00～16：30

0155-26-1188
予約制　第１・３木曜日　休診

音更宏明館病院 隔週水曜日　10：00～16：00
※36歳以上で乳がんと同時実施は水曜日

0155-32-3311
完全予約制（電話予約）
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７月に保険料額をお知らせします
　令和４年度の保険料につきましては、７月に個別にお知らせします。
　《保険料の計算方法》

均等割
【１人当たり保険料】

51,892円

１年間の保険料
【限度額66万円】
（100円未満切捨）

所得割
【本人の所得に応じた額】

（令和３年中の所得－最大43万円）
×10.98％

＋ ＝

　○　１年間の保険料の上限額は、66万円になります。
　○　年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。
　※「所得」とは前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与所得控除額など）を引いたものです。
　※前年の所得金額により、43万円の控除額が異なる場合があります。

保険料の軽減 
① 均等割の軽減

　軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
　被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。
　昭和32年１月１日以前に生まれた方の公的年金等に係る所得については、さらに15万円を引
いた額で判定します。

対象者の所得要件
（世帯主および世帯の被保険者全員の軽減判定の所得額）

均等割の軽減割合
令和４年度

43万円＋10万円×（給与所得者等の数－１） ７割

43万円＋（28万５千円×世帯の被保険者数）
＋10万円×（給与所得者等の数－１） ５割

43万円＋（52万円×世帯の被保険者数）
＋10万円×（給与所得者等の数－１） ２割

　※給与所得者等とは、以下のいずれかに該当する方となります。
　　◦給与等の収入金額が55万円を超える方
　　◦公的年金の収入金額が60万円（65歳未満）、125万円（65歳以上）を超える方

② 被用者保険の被扶養者だった方の軽減
　この制度に加入したとき、被用者保険の被扶養者だった方は、負担軽減のための特別措置として、
所得割がかからず、制度加入から２年を経過していない期間のみ、均等割が５割軽減となります。

（51,892円→25,946円）
　※�被用者保険とは、協会けんぽ等、主にサラリーマンの方々が加入している健康保険のことで、

市町村の国民健康保険等は含まれません。

後期高齢者医療制度のお知らせ
～ 令和４年度の保険料等について ～
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保険料のお支払い方法
　保険料の納め方は、原則「年金天引き」です。（申し出によって「口座振替」も可能）
　ただし、次の（1）～（3）のいずれかに当てはまる方は「年金天引き」の対象となりません。
　「納付書」または「口座振替」にてお納めください。

（１）介護保険料が「年金天引き」されていない方（年金額が年額18万円未満の方）
（２）�介護保険と後期高齢者医療の保険料の合計額が、介護保険料が天引きされている年金の受給額

の半分を超える方
（３）新たに制度に加入された方の半年の期間

　※社会保険料控除は、「年金天引き」の方は本人に、「口座振替」の方は口座名義人に適用されます。

保険料の減免
　保険料のお支払いが困難な場合は、町民課税務収納グループ住民諸税担当へご相談ください。
　災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著しく困窮し保険料のお
支払いが困難な場合は、保険料の減免を受けられる場合があります。

ジェネリック医薬品の利用について
　医療機関で処方される薬には、新薬（先発医薬品）とジェネリック医薬品（後発医薬品）があります。
ジェネリック医薬品の処方を希望される方は、医師や薬剤師にその旨を伝えるか、医療機関や薬局の
窓口に「希望カード」を提示することによりお願いすることができます。
　「希望カード」が必要な方は、保健福祉課福祉保険グループ保険担当までお問い合わせください。

効き目・安全性について
　ジェネリック医薬品は、新薬と同等の効果・効能を持ち、厚生労働省の基準を満たしている安
全なお薬です。
　※ご希望される場合は、必ず主治医や薬剤師によく相談しましょう。

価格について
　ジェネリック医薬品を利用すると、お薬代が安くなります。薬によって異なりますが、新薬よ
り３割以上、中には５割以上安くなるものもあります。

病院にかかるときはこんな点に気をつけましょう
　自分自身のからだの状態に関心と責任を持ち、医師との対話を大切にしながら、病気に向き合って
いくようにしましょう。

●　かかりつけの医師を持ち、気になることがあったら、まずは相談しましょう。
●　具合が悪いときには早めに受診し早めに対処しましょう。
●　同じ病気でいくつもの医療機関を受診することは控えましょう。

お問い合わせ先
　北海道後期高齢者医療広域連合
　　【住所】�〒０６０－００６２�  

札幌市中央区南２条西14丁目�  
国保会館６階

　　【電話】０１１－２９０－５６０１

◦保険料について
　町民課税務収納グループ住民諸税担当
　　【電話】０１５６４－５－５２１４
◦ジェネリック医薬品希望カードについて
　保健福祉課福祉保険グループ保険担当
　　【電話】０１５６４－５－２００６
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●　

茶 

の 

間 

●ま
●ち
●の
●動
●き

　

４
月
11
日
か
ら
18
日
ま
で
の
期
間
、

各
地
区
８
会
場
で
「
春
季
町
づ
く
り

懇
談
会
」
を
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
よ
り
貴
重

な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

中
か
ら
主
な
も
の
を
要
約
し
て
紹
介

し
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

問　
こ
ど
も
園
の
建
替
え
の
予
定

は
あ
り
ま
す
か
。。

答　
本
町
の
認
定
こ
ど
も
園
は
十

勝
管
内
で
一
番
最
初
に
運
営
を

始
め
た
が
、
現
在
の
園
舎
は
旧
幼
稚
園

と
旧
保
育
所
を
繋
い
だ
施
設
で
、
新
し

い
部
分
に
つ
い
て
は
15
年
位
経
過
し
て

い
る
。
特
に
旧
保
育
所
施
設
は
遊
戯
室

も
含
め
て
既
に
35
年
を
経
過
し
て
お
り

既
存
の
施
設
を
改
修
し
て
い
く
の
は
難

し
い
た
め
、
新
た
に
建
替
え
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
実
施
時
期
も
含
め
て
ど
の

よ
う
に
建
替
え
を
し
て
い
く
か
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
工
事
に
つ
い
て

問　
実
際
に
い
つ
か
ら
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
か
。

答　
７
月
末
ま
で
に
全
体
工
事
完

了
予
定
で
す
。
７
月
８
日
か
ら

皆
さ
ん
の
個
別
の
申
し
込
み
が
開
始
と

な
り
ま
す
。
そ
の
際
引
き
込
み
工
事
を

い
つ
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
各
光
回

線
サ
ー
ビ
ス
の
会
社
と
決
め
て
い
た
だ

い
て
、
７
月
20
日
よ
り
順
次
工
事
開
始

と
な
り
ま
す
。
工
事
が
完
了
す
れ
ば
そ

の
時
点
か
ら
使
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

成
人
式
つ
い
て

問　
成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴

っ
て
、
士
幌
町
で
の
成
人
式
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。

答　
成
人
年
齢
が
引
き
下
げ
に
な
り

ま
す
が
、
従
来
通
り
20
歳
に
な

っ
た
歳
に
開
催
し
ま
す
。

　

名
称
に
つ
い
て
は
変
更
し
、「
は
た

ち
の
集
い
」
と
い
う
こ
と
で
１
月
の
成

人
の
日
を
含
む
３
連
休
の
中
日
に
開
催

す
る
よ
う
に
決
め
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
の
生
活
支
援
に
つ
い
て

問
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　
こ
れ
か
ら
買
い
物
に
お
困
り

に
な
っ
て
く
る
方
が
増
え
て
く

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
社
会
福

祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
「
た
す
け
愛
」
を
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
多
く
の
方
に
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
内
容
の
充
実
な
ど
社
会
福
祉
協

議
会
と
も
充
分
協
議
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

春季春季
町
づ
く
り
懇
談
会
の
意
見・要
望

町
づ
く
り
懇
談
会
の
意
見・要
望
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上
居
辺
小（
４
月
14
日
）、
中
士

幌
小（
４
月
15
日
）、
士
幌
小（
４

月
20
日
）の
各
小
学
校
で
全
校
児

童
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
学
校
で
は
、
児
童
が
安
全
に

登
下
校
で
き
る
よ
う
新
年
度
が
始

ま
る
４
月
に
実
施
。
児
童
は
実
際

に
校
外
へ
出
て
自
転
車
の
乗
り
方

や
横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
学
び
ま

し
た
。

　
中
士
幌
小
学
校
児
童
会
長
の
愛

澤
雄
晴
さ
ん（
６
年
）は「
今
日
教

え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
守
り
な
が

ら
、
毎
日
、
気
を
つ
け
て
登
下
校

し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

祝
１
０
０
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

�

～
敬
老
祝
い
金
贈
呈
～

元
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
感
謝
状
贈
呈

�

～
土
生
明
美
さ
ん
～

　
４
月
18
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ほ
ほ
え
み
に
て
、
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
た
武
内
ア
イ
さ
ん（
大
正
11
年
４
月

16
日
生
ま
れ
）に
、
髙
木
町
長
か
ら
敬

老
祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
イ
さ
ん
は
平
成
28
年
か
ら
特
養
に

入
所
さ
れ
て
お
り
、
町
内
に
お
住
ま
い

の
娘
さ
ん
ご
夫
婦
と
お
孫
さ
ん
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

次
女
の
吉
田
小
夜
子
さ
ん
は「
母
は
、

１
０
０
歳
ま
で
生
き
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
お
り
、
施
設
で
お
世
話
い
た
だ
き

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
幸

せ
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
19
日
、
元
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
土
生
明
美
さ
ん
に
髙
木
町
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
土
生
さ
ん
は
、
平
成
27
年
に
同
委
員

に
就
任
。
２
期
６
年
を
務
め
ら
れ
、
中

立
の
立
場
か
ら
固
定
資
産
評
価
事
務
の

適
正
化
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

髙
木
町
長
は「
元
町
職
員
と
し
て
の

知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
、
公
正
公
平

に
業
務
を
遂
行
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し

て
い
ま
す
」と
述
べ
、
土
生
さ
ん
は「
感

謝
状
を
い
た
だ
き
大
変
光
栄
。
こ
れ
か

ら
も
日
々
、
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

交通ルールを守りましょう！
� ～各小学校で交通安全教室～

上居辺小学校

士幌小学校 中士幌小学校
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エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
樹

�

～
㈱
平
田
建
設
～

　

４
月
21
日
、
株
式
会
社
平
田
建
設（
長
谷

川
雅
毅
代
表
取
締
役
社
長
）が
地
域
貢
献
活

動
と
し
て
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
植
樹
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
今
年
で
12
年
目
と
な
り
、
今

回
は
み
ど
り
町
内
会
な
ど
に
計
20
本
植
樹
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
谷
川
社
長
は「
町
民
の
方
が
い
つ
か
き

れ
い
な
桜
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
き
れ
い
な

景
観
を
残
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
24
日
、
遊
水
公
園

の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
遊
水
公
園
は
町
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
コ
ー
ス
と
な
っ

て
い
た
り
、
通
勤
通
学
で

と
お
る
人
が
い
た
り
、
夏

の
晴
れ
た
日
に
は
、
近
く

の
噴
水
で
遊
ぶ
子
ど
も
の

姿
が
見
ら
れ
た
り
な
ど
、

様
々
な
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

主
催
者
を
代
表
し
、
髙

木
町
長
は「
き
れ
い
な
公
園

で
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
で

い
る
姿
を
想
像
し
な
が
ら
、

清
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
清
掃
が

ス
タ
ー
ト
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
町
民
の

方
や
町
内
企
業
の
方
、
役
場

職
員
な
ど
約
１
０
０
名
が
集

ま
り
、
川
辺
に
た
ま
っ
た
柏

の
葉
や
ご
み
な
ど
を
拾
い
集

め
、
１
時
間
ほ
ど
か
け
て
公

園
内
は
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。

　
４
月
25
日
、
町
長
応
接
室
に
て
、
髙
木
町
長
か
ら
秋

津
道
路
株
式
会
社（
渡
辺
慶
人
代
表
取
締
役
社
長
）に
、

地
域
貢
献
に
対
す
る
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
平
成
19
年
か
ら
毎
年
、
焼
砂
の
袋
詰
め
作
業

を
し
、
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
凍
結
し
た
道

路
や
横
断
歩
道
等
へ
焼
砂
の
散
布
、
柏
公
園
周
辺
の
清

掃
活
動
な
ど
、
冬
期
安
全
対
策
や
生
活
道
路
の
環
境
整

備
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
渡
辺
社
長
は「
こ
の
よ
う
な
感
謝
状
を
い
た
だ
き
、

大
変
あ
り
が
た
く
励
み
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
行
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

町
民
憩
い
の
場
を
き
れ
い
に

�

～
遊
水
公
園
の
清
掃
～

焼砂寄贈や清掃活動に感謝状贈呈
� ～秋津道路㈱～

～
ご
協
力
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
～

～
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
～
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福
祉
の
発
展
の
た
め
に
寄
付

�

～
鈴
木
洋
一
さ
ん
～

叙
位・特
別
叙
勲
伝
達
お
よ
び

名
誉
町
民
章
贈
呈

�

～
前
士
幌
町
長
故
小
林
康
雄
氏
～

人
権
の
花
運
動

�

～
な
か
し
ほ
ろ
保
育
園
～

　
４
月
26
日
、
名
誉
町
民
・
元
士
幌
町
議
会
議
長
の

鈴
木
洋
一
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、
福
祉
の
発
展
に
役

立
て
て
欲
し
い
と
多
額
の
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
、

髙
木
町
長
へ
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は「
町
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に

な
り
、
傘
寿
を
機
に
寄
付
を
決
め
た
。
飯
島
元
町
長

が『
母
胎
か
ら
楽
土
ま
で
』を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
当
時
、

一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
へ
役
立
て
て
い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

髙
木
町
長
は「
愛
風
会
の
理
事
長
を
は
じ
め
、
普

段
か
ら
福
祉
に
大
変
尽
力
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ

る
。『
母
胎
か
ら
楽
土
ま
で
』の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
た
い
」と
感
謝
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。

　
４
月
27
日
、

士
幌
町
名
誉

町
民 

前
士

幌
町
長
で
今

年
の
１
月
に

逝
去
さ
れ
た

小
林
康
雄
氏

（
享
年
71
歳
）

が
、
こ
の
た

び
従
五
位
な

ら
び
に
叙
勲

の
旭
日
小
綬

章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　
小
林
氏
は
平
成
10
年
12
月
に
、
役
場
職
員
は
も
と

よ
り
多
く
の
町
民
か
ら
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
、
士
幌
町

長
選
挙
に
初
当
選
、
14
代
士
幌
町
長
に
就
任
、
以
来
、

６
期
24
年
の
長
き
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、
昼
夜
問
わ

ず
、
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
髙
木
康
弘
町
長
が
妻
の
孝
子
さ
ん
へ

位
記
と
勲
記
お
よ
び
名
誉
町
民
章
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

伝
達
を
受
け
て
、
孝
子
さ
ん
は「
主
人
が
人
生
を

か
け
て
仕
事
を
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
こ
と

は
と
て
も
光
栄
で
す
。
亡
く
な
っ
て
３
か
月
、
あ
ま

り
に
も
突
然
だ
っ
た
の
で
何
も
手
に
つ
か
な
い
状
態

だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
周
り
の
方
々
か
ら
色
々
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
聞
き
な
が
ら
生
き
て
い
き
た
い
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
５
月
９
日
、
な
か
し
ほ
ろ
保
育
園（
松
浪
智
子
園
長
、

園
児
20
名
）の
園
児
18
名
が
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
色
と
り
ど

り
の
花
苗
を
植
え
ま
し
た
。
法
務
省
が
進
め
る「
人
権
の

花
運
動
」の
一
環
で
、
花
の
苗
を
園
児
が
協
力
し
て
育
て

る
こ
と
を
通
じ
て
、
優
し
さ
や
思
い
や
り
の
心
を
育
む
こ

と
が
目
的
で
す
。

　
こ
の
日
は
町
人
権
擁
護
委
員
の
山
中
雅
弘
さ
ん
ら
が
同

園
を
訪
れ
、
山
中
さ
ん
は「
先
生
や
友
だ
ち
と
仲
良
く
、

優
し
い
気
持
ち
で
花
を
育
て
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
。

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
な
ど
な
ど
１
０
０
株
の
苗

を
寄
贈
し
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
１
株

ず
つ
丁
寧
に
植
え
、
花
を
植
え
た
園
児
ら
は「
楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

～心より感謝申し上げます～

21 広報しほろ� 2022 . 6



5,917人（－77） 男2,914人（－32） 女3,003人（－45） 世帯2,757（－17）
� ※４月末現在（　）は前年比人の動き

　
5
月
３
日
、
４
日
に
う
だ
つ
の
上
が
る
町
並
み
で
、
毎
年
４
月

開
催
の
美
濃
ま
つ
り
が
３
年
連
続
中
止
と
な
っ
た
危
機
感
か
ら
、

市
観
光
協
会
に
よ
る
特
別
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、「
美
濃
ま
つ
り
」

の
呼
び
物
、
花
み
こ
し
、
流
し
仁
輪
加
、
山
車
が
３
年
ぶ
り
に
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
大
勢
の
市
民
や
観
光
客
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た

通
り
を
、
大
人
た
ち
と
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
で
担
ぐ
花
み
こ

し
１
基
が
大
き
な
掛
け
声
や
、
太
鼓
の
音
を
響
か
せ
な
が
ら
町
中

を
練
り
歩
き
、
観
光
客
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
風
刺
と

洒し
ゃ
れ落
を
効
か
せ
て
演
じ
る
寸
劇
の
流
し
仁
輪
加
の
披
露
や
、
山
車

が
展
示
さ
れ
、
そ
の
圧
倒
的
な
存
在
感
に
観
光
客
は
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。 美

濃
美
濃
の
ま
ち
か
ら

の
ま
ち
か
ら

「GWを盛り上げよう inうだつ
の上がる町並み」が開催

　平成29年度から始めた「しほろ健康マイレージビンゴ事業」、令和３年度は32名の方に登録
していただきました。32名の登録者のうち投函された方は18名、内訳はビンゴの本数が１～
３本が６名、４～６本が４名、７、８本が８名でした。
　今回の賞品はビンゴの本数が１～３本部門はつまずき対策コロバネーゼとスポーツタオル、
４～６本部門はワンタッチ水筒とスポーツタオル、７、８本部門はウォーキング用ポシェッ
トとスポーツタオルとなっています。各部門１名ずつの当選となっています。
　今回厳正なる抽選の結果、１～３本部門では八代信子さん、４～６本部門では田中敏枝さん、
７、８本部門では芳賀貞子さんが当選されました。おめでとうございます。

しほろ健康マイレージビンゴ事業
令和３年度　抽選結果

　　　　　今年度の
「しほろ健康マイレージビン
ゴ事業」の登録は６月１日か
らとなっています。ぜひ登録
してビンゴを作ってみてくだ
さい♪

■担当　保健福祉課健康介護グループ（総合福祉センター内）　電話　５－２１０８
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「特養看護師の役割」
　現在、特養には、短期利用・長期入所の方合わせて約117名（平均年齢
87.6歳）の方がおり、色々な病気も持ちながら生活をしています。
　生活を支えている介護員、理学療法士、栄養士と連携しながら看護師が
健康観察をしています。体調を崩す方も日々おられ、その中で病院受診が
必要になる方もおり、その際は看護師が病院受診の介助を行います。また、
受診後にご家族様へ「受診時の医師見解」や「その後の経過報告」等も行うこ
とによりご家族様のケアにも心がけています。

　手紙や写真等いろいろな方法で利用者様の様子をお伝えしております
が、コロナ禍により以前のように面会が出来る機会も減っており、ご家
族様の心配も大きいと考えております。心配が少しでも軽減出来るよう
施設では、ご家族としっかりお話しする機会を持つ。また、医師から直
接病気の状態を説明していただく場を設けるなど、看護師が調整役をさ
せていただいております。今後もご家族様に利用者様の体調や病気の状
態などお伝えしながら、相談を受けることや、一緒に考えていくことで
安心していただけるよう、看護師の役割を発揮していきます。

連絡先　認定こども園なかよし　子ども課　電話５－２３６４　（相談専用）電話５－２５０２

連絡先　特別養護老人ホームほほえみ　電話５－２４１６

特養だより

「避難訓練を実施しました」� 認定こども園長　渋谷　浩
　５月６日に今年度２回目の避難訓練を行いました。
　４月に引き続き、火災（ベル）・地震（サイレン）の音の聞き分けです。１回目の避
難訓練では、未満児の新入園児さんは大きな音に泣き出す子もいましたが、２回目
の今回は、落ち着いて放送やベル・サイレンを聞いていました。
　避難訓練を毎月実施し、訓練を積み重ねてきた５歳児は、写真のように火災と地震を聞き分け
て、口や鼻をふさぐことや頭部を守る
姿勢など、行動についてもしっかりと
身についていました。
　最後に、次回からの屋外避難に備え、
担任の先生より「お・は・し・も」の約
束を再確認していました。訓練を積み
重ね、備えることで命を守る大切なお
勉強を、これからも取り組んでいきます。 【写真は、ぞう・らいおん組の訓練の様子】

「お」さない　「は」しらない　「し」ゃべらない　「も」どらない
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病院病院だよりだより病院病院だよりだより

髙橋弘毅医師（前札幌医科大学呼吸器・アレルギー内科教授）の外来担当について
札幌医科大学名誉教授で、社会福祉法人即仁会北広島病院 札幌呼吸器医学研究所所
長の髙橋弘毅医師が、毎月第１金曜日の午前と午後の外来を担当しています。
呼吸器系の疾患がある方、呼吸器系に不安のある方は、ぜひ来院ください。

●国民健康保険病院　電話５－２１０６

国保病院医師紹介

お知らせ

出身大学　滋賀医科大学医学部（昭和61年卒）
主な経歴　滋賀医科大学付属病院第一外科
　　　　　米国ピッツバーグ大学医学部病理学研究員
　　　　　静仁会静内病院（現：日高徳洲会病院）
　　　　　岸和田徳洲会病院
　　　　　奥尻町国民健康保険病院
専門医等　日本外科学会専門医・指導医
　　　　　臨床研修指導医
　　　　　日本プライマリ・ケア連合学会認定指導医
　　　　　日本医師会認定産業医　ほか
所属学会　日本外科学会、日本消化器外科学会、日本臨床外科学会
　　　　　日本臨床内科医会、日本プライマリ・ケア連合学会　ほか

出身大学　名古屋市立大学医学部（昭和54年卒）
主な経歴　名古屋市立大学病院泌尿器科
　　　　　稲穂会天草慈恵病院
　　　　　北海道社会事業協会岩内病院総合診療科
　　　　　北海道社会事業協会帯広病院内科
専門医等　日本医師会認定産業医
所属学会　日本内科学会、日本泌尿器学会、日本小児科学会
　　　　　日本産業衛生学会

出身大学　香川医科大学（平成11年卒）
主な経歴　愛媛県立中央病院 周産期センター新生児部門 / 小児科
　　　　　長野県立こども病院 救急集中治療科
　　　　　兵庫県災害医療センター 高度救命救急センター
　　　　　JA 長野厚生連 佐久総合病院　救命救急センター
　　　　　兵庫県立加古川医療センター 救命救急センター
　　　　　公立香住病院 総合診療科 / 小児科 （兵庫県香美町）
専門医等　日本小児科学会小児科専門医・指導医
　　　　　日本救急医学会救急科専門医（再認定申請中）
所属学会　日本小児科学会、日本救急医学会、日本外傷診療研究機構

院　　長　竹
たけ
下
した
　和

かず
良
よし

  　守
もり
屋
や
　尚

なお
橘
き

　　　　　　　　　

診療部長　隅
すみ
　　達

たつ
則
のり
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安
全
・
環
境
だ
よ
り

安
全
・
環
境
だ
よ
り

交
通
安
全
教
室

 
を
実
施

　
４
月
中
旬
、
入
学
式
も
終
わ
り
、
新

１
年
生
も
元
気
に
登
校
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
各
小
学
校
で
は
、
正
し
い
横

断
歩
道
の
渡
り
方
、
安
全
確
認
の
方
法
、

自
転
車
を
使
っ
た
実
技
指
導
な
ど
の
交

通
安
全
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
児
童
も
事
故
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
、
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
と
真
剣
に
警
察
官
の
お
話
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。 

前
年
度
と
の

ご
み
発
生
量
の
比
較

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
資
源
ゴ

ミ
の
受
入
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
中
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
混
入
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
再
度
分

別
方
法
を
確
認
い
た
だ
き
、
出
し
方
の

ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

し
、
人
物
の
特
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

　
不
法
投
棄
を
し
た
場
合
、
５
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方
の
刑
に
処

す
る
と
な
っ
て
お
り
、
大
変
重
い
罰
則

で
す
。

●
軽
い
気
持
ち
で
捨
て
て
し
ま
っ
て
も

重
大
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
絶
対
に
不

法
投
棄
は
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
不
法
投
棄
禁
止
の
看
板
等
を
町
民
課

で
用
意
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
町
民
課
生
活
環
境
担
当

（
☎
５

－

５
２
３
１
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

★
保
護
者
の
方
へ
の
お
願
い 

　
北
海
道
で
は
平
成
30
年
４
月
よ
り「
北

海
道
自
転
車
条
例
」が
施
行
さ
れ
て
お
り
、

自
転
車
に
乗
る
際
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
が
責
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
子
ど

も
の
安
全
の
た
め
に
着
用
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

★
地
域
の
方
へ
の
お
願
い 

　
児
童
等
は
交
通
安
全
教
室
で
交
通
ル

ー
ル
等
を
学
ん
で
い
ま
す
が
、
自
転
車

の
運
転
に
不
慣
れ
な
児
童
も
い
ま
す
。

自
動
車
を
運
転
す
る
際
、
児
童
を
見
か

け
た
場
合
は
徐
行
を
す
る
な
ど
交
通
安

全
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
法
投
棄
禁
止

監
視
を
強
化
し
ま
す

　
例
年
、
春
頃
か
ら
ご
み
の
不
法
投
棄

が
増
加
し
、
本
年
も
数
件
の
不
法
投
棄

の
通
報
が
あ
り
、
現
場
を
確
認
し
て
い

ま
す
。

　
今
ま
で
も
広
報
や
役
場
だ
よ
り
で
不

法
投
棄
禁
止
の
お
願
い
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
今
後
不
法

投
棄
が
あ
っ
た
際
に
は
、
警
察
に
通
報

安
全
・
環
境
だ
よ
り

安
全
・
環
境
だ
よ
り

今月のごみ指数� 単位：kg
令和４年４月分 前年同期 増減

燃やせるごみ 73,820 74,300 △0.6％

燃やせないごみ 20,860 39,540 △47％
合　　計 94,680 113,840 △16％
町民一人当たりのごみの量 5,917 16.0 5,994 19.0 
資源ごみ 39,862 56,310 △29％

ごみに関するお問い合わせは、町民課住民生活グループ（電話　⑤5231）までお願
いします。
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ホームページや Facebook・Instagramで本校の様子を紹介していますので、ぜひご覧ください。

いま、士幌高校ではいま、士幌高校では
　５月に入り、本校敷地内の桜の木々が綺麗な花を咲かせました。学校農場でも多くの作物の作付け
が始まるなど、コロナ禍ではありますが、今年も士幌高校の各圃場や施設で生徒たちの躍動する季節
が訪れようとしています。� （５月６日現在）

◆１年生、総合実習開始！
　入学したばかりの１年生は、総合実習で本格的に農
業の様々な学習をスタートさせています。畜産部門で
は初めての搾乳、園芸部門では花の管理方法、作物部
門ではジャガイモの植え付け準備、環境部門では学校
林の植生調査、加工部門では食品衛生について学びま
した。生産する喜びや達成感、責任感を身に付けてほ
しいと思います。

◆４月28日（木）
　この日は、学校農業クラブの「年度始総会」と専攻班
の１年間の活動に係る研究計画を披露する「プロジェ
クト計画発表会」を行いました。新型コロナウイルス
感染症の感染防止のため、オンラインによる開催とな
りました。発表者は全校生徒に向けて堂々と実践研究
の内容について説明することができました。

【６月の予定】※変更になる場合があります。
〇英語検定� ３日
〇前期中間考査� ６～９日
〇選択科目説明会� 10日
〇東意見発表大会（中標津農業高校）� 15日
〇校内技術競技大会� 21日
〇アーク溶接特別教育� 27日
〇高校生合同企業交流会� 28日 アグリビジネス科 フードシステム科 農業クラブ

Facebookでも紹介していますので是非ご覧ください。

26広報しほろ� 2022 . 6



の教

窓育

士幌町教育委員会

大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？

�

家
庭
で
の
ス
マ
ホ
利
用

　
新
年
度
が
始
ま
り
２
か
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
進
学
や
進
級
を
機
に
子
ど
も
に

ス
マ
ホ
を
使
わ
せ
始
め
た
家
庭
も
多
く

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

小
・
中
学
生
は
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
も
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
利
用
時
間
が
増
え
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
過
ぎ

に
よ
る
健
康
面
な
ど
の
悪
影
響
も
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
使
用
状
況

を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①
視
力
が
悪
く
な
り
や
す
い

　
ス
マ
ホ
画
面
の
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
の
光

は
強
い
の
で
、
光
量
を
調
節
せ
ず
に
使

う
と
目
に
与
え
る
ダ
メ
ー
ジ
は
相
当
な

を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
顔
を

合
わ
せ
て
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
機
会
が
減
る
と
、
物
理
的
距
離

が
離
れ
や
す
く
な
り
、
人
間
関
係
が
希

薄
に
な
っ
て
い
く
こ
と
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
に
も
影
響
が
及
び

ま
す
。

思
い
出
の
修
学
旅
行

�

士
幌
町
中
央
中
学
校

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
実

施
が
心
配
さ
れ
た
中
央
中
学
校
の
修
学

旅
行
で
し
た
が
、
４
月
20
日
か
ら
22
日

に
予
定
通
り
、
函
館
・
ニ
セ
コ
・
登
別

方
面
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
の
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
長
時
間
に

わ
た
っ
て
、
小
さ
な
文
字
を
集
中
し
て

読
ん
だ
り
、
寝
る
前
な
ど
に
暗
い
部
屋

で
ス
マ
ホ
を
見
た
り
す
る
こ
と
が
目
に

強
い
悪
影
響
が
あ
り
ま
す
。
適
度
に
休

み
を
取
り
な
が
ら
使
用
す
る
こ
と
、
使

用
時
間
を
抑
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
睡
眠
不
足
に
な
り
や
す
い

　
ス
マ
ホ
の
使
用
に
よ
っ
て
目
が
冴
え

て
し
ま
う
と
、
寝
よ
う
と
思
っ
て
も
寝

ら
れ
な
く
な
る
状
態
も
起
こ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
寝
不
足
に
な
り
、
日
中
の

体
の
不
調
や
気
持
ち
の
落
ち
込
み
な
ど

に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
が
続
く
と
、

昼
夜
逆
転
や
不
登
校
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
布
団
の
中
で
ス
マ
ホ
を
使
う
と
、
睡

魔
以
外
に
止
め
る
き
っ
か
け
が
な
い
の

で
、
ず
る
ず
る
と
使
い
続
け
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ス
マ
ホ
は
、
子
ど

も
部
屋
で
使
わ
ず
、
家
族
の
目
の
届
く

と
こ
ろ
で
利
用
す
る
約
束
が
効
果
的
で

あ
る
よ
う
で
す
。

③
人
間
関
係
が
希
薄
化
し
や
す
い

　
友
達
と
も
ス
マ
ホ
で
連
絡
を
取
り
合

え
る
の
で
、
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
た
め

だ
け
に
会
う
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
物
理
的
距
離
は
心
理
的
距
離
に
影
響

　
函
館
で
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
市
内
自

主
研
修
も
順
調
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
函
館
山
か
ら
の
と
て
も
き
れ
い
な

夜
景
も
見
学
で
き
、
生
徒
た
ち
の
強
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
ニ
セ
コ
で
の
自
然
体
験
で
は
、
ま
だ

雪
が
残
る
中
、
十
勝
で
は
体
験
で
き
な

い
ツ
リ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
満
喫
し
ま

し
た
。
他
に
も
、
民
族
共
生
象
徴
空
間

ウ
ポ
ポ
イ
で
の
学
習
活
動
、
各
地
の
見

学
な
ど
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く
貴
重
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
３
年
生
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

今
回
の
経
験
を
今
後
の
学
校
生
活
に
活

か
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

27 広報しほろ� 2022 . 6



町 
民

文
芸

俳
　
句

・
忘
れ
え
ぬ
逞

た
く
ま

し
頬ほ

お

の
信
長
忌

�

和
田
　
節
女

・
庭
仕
事
う
れ
し
さ
の
増
す
初
夏
の
風

�
星
屋
　
徳
峰

川
　
柳

・
孫
た
ち
の
燃
え
る
青
春
懐
か
し
い

�

和
田
　
節
子

短
　
歌

・
好
天
に
ふ
る
里
訪
問
久
し
振
り
桜
万
開
こ
ぶ
し
咲
く
道
を�

�

清
水
さ
よ
子

・
グ
ラ
ン
ド
を
爽
や
か
に
駆
け
る
若
人
の
姿
清
し
き
北
こ
ぶ
し
咲
く�

�

三
木
　
悦
子

・
幼
い
等
に
逢
は
む
と
六
日
を
遠
出
し
て
帰か

え

り宅
し
庭
は
す
で
に
葉
桜�

�

谷
本
　
幸
枝

次
回
は
、
佐
倉
南
区
の
田
中
里
桜
さ
ん

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
拓
海
さ
ん
か
ら
里

桜
さ
ん
へ
一
言
。「
仕
事
と
コ
ロ
ナ
が
落

ち
着
い
た
ら
北
海
道
巡
り
に
で
も
行
こ

う
！
」

◆
家
族
構
成
◆

　

単
身

◆
士
幌
で
好
き
な
も
の
◆

　

と
り
し
ん

◆
旅
行
に
行
く
と
し
た
ら
？
◆

　

函
館
に
い
き
た
い
！

　
（
海
鮮
、
湯
の
川
温
泉
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
拓
海
さ
ん
は
佐
賀
県
出
身
。
福
岡
県
の
動

物
関
連
の
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
士
幌
町
農

業
協
同
組
合
新
田
牧
場
に
就
職
。
４
月
か
ら

２
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
動
物
が
好
き
で
、
動
物

に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
専

門
学
校
へ
進
学
。
授
業
や
研
修
の
中
で
、
畜

産
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
一
度
地
元
を
離
れ
、
遠
く
で
働
い
て
み
た

い
と
の
思
い
か
ら
一
念
発
起
し
、
昨
年
４
月

に
来
道
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
牛
の
お
世
話
全
般
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
小
さ
い
う
ち
か
ら
牛
を
預
か
り
、

大
人
の
牛
に
な
る
ま
で
見
届
け
、
お
返
し
で

き
た
時
は
、
と
て
も
達
成
感
が
あ
る
と
話
す

拓
海
さ
ん
。

　
牛
が
病
気
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
、
牛
の
体
調
管
理
に
は
細
心
の
注
意
を
払

っ
て
い
ま
す
。

　
趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
。
北
海
道
の
近
隣
市
町

村
を
巡
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
静
内
の
二

十
間
道
路
の
桜
並
木
を
見
に
行
っ
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
昨
年
度
の
冬
に
は
ス
ノ
ボ
デ
ビ

ュ
ー
を
果
た
し
、
今
年
も
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ

ー
ツ
を
堪
能
し
て
み
た
い
と
の
こ
と
。

　
せ
っ
か
く
北
海
道
へ
来
た
の
で
、
道
内
の

名
所
な
ど
有
名
な
と
こ
ろ
を
巡
っ
て
み
た
い

と
話
す
拓
海
さ
ん
で
し
た
。

栄
進

�

藤ふ
じ
　た田

　
拓た

く
　み海

　
さ
ん

北
海
道
を堪
能
中

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
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★★今月の休館日★★
7、 14、 21、 28日
（毎週火曜日）

【児童書】
わたしはいいこ？�（えがしらみちこ）
６ぴきのカエルとひえひえのよる
� （つるたあき）
えんどうまめばあさんとそらまめじ
いさんのいそがしい毎日
� （降矢なな）
でんせつのチョコレート
� （宮西達也）
病院図書館の青と空�（令丈ヒロコ）
５分間思考実験ストーリー
� （北村良子）
みんなでまなぼう認知症のこと　
１・２� （寺本貴啓）
ガチャガチャ・クレーンゲームをつ
くろう� （いしかわまりこ）
ジュニアのためのバレエ上達トウ
シューズレッスン� （厚木彩）

【一般書】
彼女が知らない隣人たち
� （あさのあつこ）
密室黄金時代の殺人� （鴨崎暖炉）
ショートケーキ� （坂木司）
脱北航路� （月村了衛）
菜の花の道� （藤原緋沙子）
遺す言葉� （瀬戸内寂聴）
でじたるＮＦＴがよくわかる本
� （松村雄太）
ソ連兵へ差し出された娘たち
� （平井美帆）
大人になるってどういうこと？
� （神内聡）
卵子凍結完全ガイド� （香川則子）
塩分早わかり　第５版�（牧野直子）
きれいに作れる帽子� （赤峰清香）
石原洋子の梅干し梅酒梅料理
� （石原洋子）

★あんぱんまんとごりらまん　新装版
� （やなせたかし）
　子象のジャンボを助け、
顔をあげたあんぱんまん。
ジャンボをお母さんのとこ
ろへ連れて行く途中で力
が出なくなってしまいま
す。そこへごりらまんが襲いかかって
きて…。ジャケットそでによみきかせ音
声が聞ける二次元バーコード付き。

★泣きたい夜の甘味処�（中山有香里）
　熊と鮭が営む、夜だけ
しか営業していない甘味処。
今夜も、疲れて泣きたい人々
がこの店に迷い込み…。
がんばりすぎて傷ついて
しまった人に贈る物語。レ
シピつき。Ｔｗｉｔｔｅｒ掲載のコミックに書
き下ろしを加えて書籍化。

したしみ図書館（総合研修センター内　教育課　電話５－4733）【開館時間】10時から18時まで
https://www.lics-saas.nexs-service.jp/shihoro/webopac/index.do　

★
善
意
に
感
謝
し
ま
す
★

寄
付
・
寄
贈

▼
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
を
育
む
地
域
づ
く

り
に
関
す
る
事
業

細
井　
文
次
さ
ん（
実
勝
）�

30
万
円

▼
み
ん
な
で
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
事
業

鈴
木　
洋
一
さ
ん（
士
幌
南
一
区
）

�

１
，
０
０
０
万
円

《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
》

新
日
本
婦
人
の
会
し
ほ
ろ
支
部

�

タ
オ
ル

★
お　
く　
や　
み
★

⻆
田　
あ
さ
子
さ
ん（
90
歳
）� 

新　
生

三
上　
賢
一
さ
ん（
81
歳
）�

中
音
更

岡
部　
睦
男
さ
ん（
74
歳
）�

実　
勝

★
お　
誕　
生
★

下
戸　
星せ

奈な
ち
ゃん　
裕
太
郎
さ
ん�

高　
徳

（
４
月
23
日
生
）　
佑　
衣
さ
ん

�

（
５
月
15
日
受
付
分
ま
で
）

士幌町
イメージキャラクター
「大地くん」

～ご寄贈ありがとうございました。
� 心より感謝申し上げます～

　

５
月
10
日
、
株
式
会
社

Ｎ-

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
・
株
式
会

社
ナ
フ
サ 

代
理
店（
成
田
哲

也
代
表
取
締
役
）と
株
式
会

社
士
幌
タ
イ
ヤ
サ
ー
ビ
ス（
高

士
雄
次
代
表
取
締
役
）か
ら
、

簡
易
仮
設
ト
イ
レ（
洋
式
）を

１
台
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
簡
易
仮
設
ト
イ
レ
は
、
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
方
々

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
れ
い
わ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
に
設
置
し
ま
し
た
。

簡易仮設トイレを寄贈
～㈱N-SMILE・㈱ナフサ 代理店、㈱士幌タイヤサービス～
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暮らしのカレンダー ６月
日にち 行　　　　　　　事 場所

１ ㊌

☆ ９:30～11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（四種混合・水痘・日本脳炎・B型肝炎）
13:30～15:00 パパママ教室 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（二種混合 ・ 日本脳炎）

２ ㊍
受付時間は個別通知 もぐもぐ教室 保セ

☆ ９:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

３ ㊎

９:00～11:30 赤ちゃん相談 福セ
９:00～ ９:30 受付 まる元運動教室 保セ

☆ ９:30～11:30 にこにこ広場 中児
10:30～11:00 受付 まる元運動教室 保セ
13:30～14:00 受付 まる元運動教室 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
４ 土
５ 日

６ ㊊

９:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆10:00～11:00 ぴよぴよ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

７ ㊋

☆ ９:30～11:30 にこにこ広場 中児
10:30～11:30 スマイル教室 保セ
13:00～14:00 ふまねっと タウン
13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

８ ㊌

☆ ９:30～11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研
13:30～15:00 パパママ教室 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

９ ㊍ ☆ ９:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

10 ㊎

９:00～ ９:30 受付 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～11:30 わんぱくの日 認定こ

10:30～11:00 受付 まる元運動教室 保セ
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（四種混合・水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

13:30～14:00 受付 まる元運動教室 保セ
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（二種混合 ・ 日本脳炎）
11 土
12 日

13 ㊊

９:00～ 11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ ９:30～11:30 にこにこ広場 中児

13:00～14:00 ふまねっと タウン
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

14 ㊋

☆ ９:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆10:00～11:30 キッズ・クラブ（会員登録制）認定こ

13:00～16:30 よすが子育て相談 福セ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

15 ㊌

☆ ９:30～11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～10:10 受付 むし歯予防教室 保セ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研
13:00～14:00 ふまねっと 中士幌

日にち 行　　　　　　　事 場所

16 ㊍ 受付時間は個別通知 乳児健診 保セ
☆ ９:30～11:30 にこにこ広場 中児

17 ㊎

9:00～ ９:30 受付 まる元運動教室 保セ
☆ ９:30～11:30 おひさまの日 認定こ
☆ ９:30～11:30 にこにこ広場 中児

10:30～11:00 受付 まる元運動教室 保セ
13:30～14:00 受付 まる元運動教室 保セ

☆ 13:30～ 15:30 ごごの広場 中児
18 土
19 日

20 ㊊

９:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ ９:30～11:30 にこにこ広場 中児

13:15～13:30 受付 予防接種 国保
（四種混合・水痘・日本脳炎・B型肝炎）

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（二種混合 ・ 日本脳炎）

21 ㊋

☆ 9:30～11:30 なかよくあそぼ 中児
13:00 14:00 ふまねっと タウン
13:00 16:30 よすが子育て相談 福セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

22 ㊌

９:30～11:00 おっぱい相談（要予約） 福セ
☆ ９:30～11:30 のびのびの日 認定こ

10:00～11:30 いきいき運動教室 総研
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

23 ㊍ ☆ ９:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

24 ㊎

９:00～ ９:30 受付 まる元運動教室 保セ
☆ ９:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

10:30～ 11:00 受付 まる元運動教室 保セ
13:30～ 14:00 受付 まる元運動教室 保セ

25土
26日

27 ㊊
９:00～ 11:00 妊産婦・子育て相談・一般健康相談 福セ

☆ ９:30～ 11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 10:00～ 11:00 かぼちゃの日 中児前

28 ㊋
☆ ９:30～ 11:30 にこにこ広場 中児

13:00～ 16:30 よすが子育て相談 福セ
☆ 13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

29 ㊌

☆ ９:30～ 11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～ 11:30 いきいき運動教室 総研
13:15～ 13:30 受付 予防接種 保セ

（ＢＣＧ・麻しん風しん混合）
☆ 13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

30 ㊍
6:30～ 10:30 巡回型健（検）診 中士幌

☆ ９:30～ 11:30 にこにこ広場 中児
☆ 13:30～ 15:30 ごごの広場 中児

※�子育て支援は０歳児から就学前のお子さんを持つ家庭の方が対象です。また、キッズ ･クラブは会員登録制です。☆印のお問い合わせや子育ての相談は子育て支援セン
ター（電話７－４１０２）または認定こども園なかよし（電話５－２５０２）まで　※�まる元運動教室は、地域包括支援センター（電話５－２１８８）にご相談ください。

保セ →町民保健センター
福セ →総合福祉センター
中児 →中士幌児童ステーション
認定こ→認定こども園なかよし

国保 →国保病院
中士幌→中士幌地区公民館
タウン→タウンプラザ
総研 →総合研修センター
コミセン→コミュニティセンター

【凡　例】
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